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⑥平和都市宣言
(60.12.3)

4．1 世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、合日なお世界の動きは、核戦争の危機をはらみ、

誠に硬慮にたえない。

わガ国は唯一の被煙国として、核兵器の恐ろしさと、被煙者のそ
しみを全世界の人々 に脈え、再び広囲・長崎の惨禍を繰り返して11
ならない。

我孫子市は市民の生命と安全を守るため、いかなる国のいかな¥
核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を賀雪する。
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市 長の施政方針 ＝＝や

今

昼

、 ー

地
方
分
権
に
向
け
て
の
動
き
は
、

こ
の
１
年
間
で
大
き
く
前
進
し
ま

し
た
。私

は
、
自
治
体
運
営
の
責
任
者

と
し
て
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市

町
村
の
責
任
が
格
段
に
垂
く
な
る

こ
と
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
市

民
に
と
っ
て
地
方
分
権
は
市
民
自

身
に
よ
る
地
域
の
課
題
の
解
決
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
市
の
計
画
づ
く
り

へ
の
市
民
参
加
に
と
ど
ま
ら
ず
、

計
画
・
実
行
・
維
持
・
管
理
の
各

段
階
で
、
市
民
の
主
体
的
な
参
画

を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
他
市
と
横
並

び
で
均
質
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
、
我
孫
子
の
潜
在
的
査

源
で
あ
る
物
的
な
環
境
と
人
的
な

市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
大
切
に

し
た
、
個
性
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

譲
賀
沼
懸
誇
伽
謬
蕊
溌
鐡
蕊
遜
遥
鰯
塞
篭
態

平
成
９
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
福
嶋
浩
彦
市
長
は

冒
頭
、
市
民
参
加
型
福
祉
計
画
の
推
進
な
ど
新
年
度
の
重
点
施
策
を
６
つ
の
柱
に
整
理
し
て
、
施

政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
市
長
の
施
政
方
針
と
、
中
村
宏
教
育
長
及
び
土
屋
忠
男
水

道
局
長
の
施
政
方
針
の
内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
市
長
の
施
政
方
針
の
全
文
に
つ

い
て
は
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
サ
ー
ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
の
地
域
特
性
は
、
手

賀
沼
と
利
根
川
に
は
さ
ま
れ
た
台

地
に
市
街
地
が
広
が
る
自
然
椛
造

と
首
都
圏
訓
輔
画
圏
内
に
あ
る
大
規

模
な
内
水
面
と
し
て
の
手
賀
沼
が
、

蛍
垂
な
財
産
で
す
。
こ
の
蛍
垂
な

財
産
の
価
値
を
よ
り
高
め
、
市
民

の
誇
り
と
し
て
い
く
た
め
、
「
手

寅
沼
を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

と
「
人
と
烏
が
共
存
す
る
ま
ち
づ

く
り
指
針
」
を
策
定
し
ま
す
。

「
手
賀
沼
を
誇
れ
る
ま
ち
づ
く

り
計
画
」
は
、
手
筑
沼
の
水
質
を

昭
和
訓
年
代
前
半
の
水
準
へ
再
生

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
水
質
浄
化

と
親
水
空
間
づ
く
り
に
よ
り
、
手

賀
沼
か
ら
利
根
川
を
つ
な
ぐ
連
続

し
た
生
物
生
息
空
間
の
創
出
を
図

り
、
手
炎
沼
の
原
風
景
の
復
活
と

創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。
「
エ
コ
ト

ー
ン
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
「
農

業
体
験
リ
フ
レ
ッ
ン
ユ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
「
手
黄
沼
市
民
委
員
会
」

な
ど
の
６
つ
の
、
ン
ン
ボ
ル
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
「
人
と
鳥
が
共
存
す
る

ま
ち
づ
く
り
指
針
」
は
、
環
境
の

シ
ン
ボ
ル
を
野
鳥
と
し
、
人
と
鳥

が
共
存
す
る
ま
ち
の
様
子
を
情
報

発
信
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
ま
と

め
ま
し
た
。
具
体
的
な
施
策
と
し

て
は
、
ア
シ
原
の
復
元
や
生
態
園

の
整
備
と
市
民
管
理
方
式
の
導
入
、

環
境
教
育
の
場
と
し
て
水
田
の
活

用
、
謹
岸
堤
の
散
策
道
と
し
て
の

活
用
、
庭
木
や
屋
敷
林
で
の
実
の

８
Ｆ
０
１
１
１
１
匹
６

な
る
木
づ
く
り
と
烏
の
餌
場
づ
く

り
の
提
唱
、
環
境
、
ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
も
、

虹
世
紀
に
向
け
た
亜
要
課
題
で
す
。

多
く
の
高
齢
者
は
健
康
で
社
会

参
加
の
意
欲
が
高
く
、
医
療
・
保

健
・
福
祉
政
策
ば
か
り
か
、
生
涯

学
習
、
就
労
・
起
業
シ
ス
テ
ム
等
、

く
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
政

乗
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
は
高
齢
化
と
同

時
並
行
で
進
ん
で
お
り
、
出
産
・

育
児
・
教
育
等
に
つ
い
て
安
心
し

て
支
え
ら
れ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
こ
と
も
急
務
で
す
。

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

も
は
や
縦
割
り
行
政
で
は
限
界
が

あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
市
民
の
く

ら
し
に
対
応
で
き
る
総
合
的
で
先

見
性
の
あ
る
政
策
立
案
能
力
を
形

成
し
、
行
政
シ
ス
テ
ム
の
大
転
換

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
第
一
歩
と
し
て
行
政
改
革

に
取
り
組
み
、
事
務
事
業
、
組
織

機
織
な
ど
７
つ
の
見
直
し
重
点
項

目
を
中
心
に
、
実
施
計
を
策
定

し
て
い
き
ま
す
。

平
成
９
年
度
は
、
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
福
祉
総

合
相
談
室
を
設
置
し
、
つ
く
し
野
・

湖
北
台
支
所
で
は
昼
休
み
時
間
も

業
務
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
税

の
前
納
報
奨
金
の
廃
止
、
敬
老
祝

品
・
祝
金
の
見
直
し
、
補
助
金
の

一
律
カ
ッ
ト
を
含
む
見
直
し
を
行

〈
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
〉
第
３

期
「
手
黄
沼
に
関
わ
る
湖
沼
水
質

保
全
計
画
（
平
成
８
～
辺
年
度
）
」

は
、
瑛
境
庁
の
同
意
を
得
て
千
葉

県
で
策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
計
画
案
は
、
第
２
期
の
水

衝
目
標
値
で
あ
る
Ｃ
Ｏ
Ｄ
猫
唾
〆

４
を
下
回
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
水
質
目

標
値
の
向
上
、
目
標
達
成
へ
の
対

応
策
、
手
賀
沼
環
境
基
金
の
設
謹

等
を
要
望
す
る
意
見
書
を
提
出
し
、

浄
化
へ
の
取
り
組
み
の
強
化
を
求

め
ま
し
た
。

ま
た
ゞ
第
３
期
計
画
と
同
時
に
、

千
葉
県
で
「
手
賀
沼
流
域
総
合
浄

化
計
画
（
平
成
８
～
狸
年
度
）
」

し
ゅ
ん
せ
つ

が
策
定
さ
れ
、
竣
喋
事
業
や
浄
化

施
設
整
備
等
の
事
業
計
画
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
市
で
も
、
流
入
排

水
路
に
浄
化
施
設
の
設
置
を
検
討

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
治
体
の
枠

を
越
え
流
域
住
民
が
集
ま
っ
た

「
美
し
い
手
賀
沼
を
愛
す
る
市
民

の
連
合
会
」
と
の
協
力
関
係
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

〈
古
利
根
沼
及
び
周
辺
整
備
構
想
〉

沼
及
び
周
辺
緑
地
の
自
然
環
境

を
生
か
し
た
空
間
づ
く
り
を
目
標

に
、
「
古
利
根
沼
及
び
そ
の
周
辺

の
整
俄
榊
想
」
の
策
定
作
業
を
進

い
予
算
案
に
反
映
し
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
、
市
の
行
政
ン
ス

テ
ム
と
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
、

負
担
と
サ
ー
ビ
ス
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
市
民
と
の
共
通
認
識
づ
く
り

を
行
い
、
そ
の
方
向
性
に
沿
っ
た

行
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

私
は
行
政
の
長
と
し
て
、
行
政

の
財
産
で
あ
る
人
・
物
・
金
を
最

都
市
環
境
の
保
全

1

、
倒
凰
凧
０
，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
９
４

〈
福
祉
推
進
６
か
年
計
画
。
後
期

計
画
〉
平
成
９
年
度
か
ら
の
後

期
３
か
年
の
計
画
の
取
り
ま
と
め

を
し
て
い
ま
す
。
新
た
な
後
期
重

点
事
業
は
、
痴
呆
性
高
齢
者
対
策

の
実
施
、
療
育
一
ン
ス
テ
ム
の
確
立
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
都

市
環
境
整
備
指
針
の
強
化
《
災
害

弱
者
援
謹
シ
ス
テ
ム
の
研
究
等
で

め
ま
す
。

〈
緑
の
基
金
の
充
実
〉
基
金
に

対
す
る
Ｐ
Ｒ
と
募
金
活
動
を
穣
極

的
に
推
進
す
る
た
め
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
及
び
募
金
箱
を

作
成
し
、
市
役
所
を
は
じ
め
、
大

規
模
店
舗
、
銀
行
郵
便
局
等
へ

協
力
を
要
請
し
、
募
金
箱
の
設
謹

を
広
げ
ま
す
。

〈
市
民
袈
園
整
備
計
画
〉
市
民

農
園
は
、
市
民
が
土
や
緑
と
ふ
れ

あ
え
る
場
所
と
し
て
好
評
で
あ
り
、

さ
ら
に
拡
充
す
る
た
め
市
民
農
園

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

〈
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
〉
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
「
ふ
れ
あ
い
工
房
」
）
は
、

ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

啓
発
を
図
る
拠
点
で
あ
る
と
と
も

大
限
有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
の
視
点
を
庁
内
に
浸
透
さ
辻

私
と
と
も
に
改
革
を
担
う
こ
と
が

出
来
る
峨
員
の
育
成
に
全
力
を

上
げ
ま
す
。

以
上
「
基
本
的
な
考
え
を
ま
と

め
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
重
点
的
事

業
を
６
つ
の
柱
に
整
理
し
て
申
し

上
げ
ま
す
。

市
民
参
加
型
福
祉
の
推
進

に
、
高
齢
者
等
の
自
主
的
な
活
動

場
所
と
し
ま
す
。
高
齢
者
に
よ
る

リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
指
導
を
は
じ

め
『
不
用
品
の
交
換
・
展
示
や
環

境
学
習
の
場
と
し
て
、
市
民
参
画

型
運
営
シ
ス
テ
ム
の
基
本
計
画
及

び
実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。

〈
ポ
イ
捨
て
や
犬
の
ふ
ん
公
害
防

止
条
例
〉
空
き
缶
等
の
散
乱
や

犬
の
ふ
ん
害
は
不
衛
生
で
、
ま
ち

の
美
観
を
損
な
う
も
の
で
す
。
平

成
９
年
度
に
、
市
の
実
状
に
沿
っ

た
条
例
案
を
策
定
し
ま
す
。

〈
生
ご
み
モ
デ
ル
事
業
〉
事
業

系
生
ご
み
の
減
罷
化
対
策
の
た
め
、

小
中
学
校
の
給
食
か
ら
出
る
生
ご

み
を
対
象
に
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

す
。
こ
れ
ま
で
の
重
点
事
業
と
合

わ
せ
て
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
、

障
害
者
プ
ラ
ン
と
の
整
合
を
図
る

た
め
、
障
害
者
及
び
ひ
と
り
親
・

児
童
に
関
す
る
新
た
な
施
策
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。

な
お
、
老
人
保
健
福
祉
計
画
整

備
目
標
の
見
直
し
は
、
国
が
介
謹

※
詳
し
く
は
、
今
号
折
り
込
み

の
保
存
版
〃
Ｆ
Ａ
Ｘ
便
利
帳
″

今
日
か
ら
新
た
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
Ｉ
ト
し
ま
す

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

q

鴎
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険
法
案
を
今
国
会
に
上
程
し
た

た
め
に
見
送
り
ま
し
た
。
今
後
、

国
の
方
針
を
受
け
、
繼
術
目
標
や

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
拡
大
等
に
つ
い

て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

〈
福
祉
総
合
相
談
窓
口
の
設
面
〉

全
て
の
福
祉
の
分
野
を
対
象
と

す
る
福
祉
総
合
相
談
窓
口
を
設
置

し
ま
す
。
面
接
や
訪
問
に
よ
り
福

祉
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対

応
し
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
各

サ
ー
ビ
ス
提
供
機
関
と
の
総
合
調

整
を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
「
福
祉
総
合
相
談
室
」

を
市
役
所
本
庁
舎
内
に
設
け
、
聡

員
の
専
門
研
修
を
一
定
期
間
実
施

し
た
後
に
、
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備

計
画
〉
現
在
、
和
楽
園
、
ア
コ

モ
ー
ド
の
２
つ
の
特
別
養
謹
老
人

ホ
ー
ム
に
併
設
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
久
遠
苑
に
も
併
設
さ
れ
る
予

定
で
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
施

設
も
市
の
東
地
域
に
偏
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
高
齢
者
の
６
割
は
西

地
域
に
住
ん
で
お
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
不
便
な

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、
西
地
域

で
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る

方
法
と
し
て
、
根
戸
小
学
校
の
余

裕
教
室
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
と
協
議
を
重
ね
、
平

成
、
年
度
に
改
修
工
事
、
平
成
ｎ

年
度
の
開
設
を
め
ざ
し
ま
す
。

〈
老
人
つ
ど
い
の
家
事
業
〉
独

居
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
老
人

つ
ど
い
の
家
」
を
モ
デ
ル
的
に
実

施
し
、
そ
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

Ⅱ
次
頁
へ
続
く
Ⅱ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｉ
広
報
広
聴
課
Ｉ

創造に向けてあたたかみのある地域福祉の
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雷
育
雪
雲
施
政
方
蹴
蕊
蓬
篭
駕
蕊
蕊
蕊
“
霊
諸
窒

や
不
登
校
対
策
に
対
す
る
意
識
の
映
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
市
民
の
意
識
は
、
自
ら
創
作
活

教
育
施
策
の
基
本
方
針
「
個
性
社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
資
質
や
高
揚
。
な
お
、
「
自
分
が
こ
の
世
と
実
施
＊
民
間
及
び
大
学
教
育
機
動
や
発
表
活
動
に
種
極
的
に
取
り

を
尊
重
し
、
生
涯
を
通
し
て
お
互
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
で
か
け
が
え
の
な
い
人
間
」
で
あ
関
と
の
連
携
を
密
に
し
た
総
合
的
組
む
形
へ
と
変
容
し
て
い
ま
す
。

い
学
び
合
う
環
境
を
整
え
る
」
を
れ
て
お
り
ま
す
。
次
の
観
点
に
配
る
こ
と
を
児
童
生
徒
に
理
解
さ
せ
学
習
環
境
の
整
備
＊
高
齢
者
を
対
そ
こ
で
、
次
の
点
に
力
を
注
い
で

具
現
化
す
る
た
め
、
①
生
涯
学
習
噸
し
、
学
校
教
育
活
動
を
展
開
し
る
人
権
尊
重
の
教
育
を
推
進
し
ま
象
と
し
た
学
習
・
文
化
活
動
へ
の
い
き
ま
す
。

の
基
礎
・
基
本
を
培
う
学
校
教
育
ま
す
。
す
＊
学
校
週
五
日
制
の
趣
旨
を
啓
対
応
＊
健
全
な
社
会
環
境
の
整
備
＊
文
化
団
体
活
動
の
推
進
市
民

活
動
の
充
実
②
生
き
が
い
の
あ
＊
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
や
可
能
性
発
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
や
青
少
年
の
学
習
・
交
流
の
場
の
芸
術
文
化
活
動
の
充
実
幸
市
の
特

る
生
活
と
心
を
満
た
す
生
涯
学
習
を
生
か
し
、
自
か
ら
課
題
を
見
つ
が
連
携
し
、
児
童
生
徒
の
体
験
的
整
備
＊
鳥
の
博
物
館
の
一
層
の
充
性
を
生
か
し
た
伝
統
芸
能
継
承
活

の
充
実
③
地
域
に
根
ざ
し
た
香
け
、
主
体
的
に
判
断
し
、
問
題
を
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
実
＊
手
黄
沼
・
利
根
川
の
環
境
を
動
の
推
進
＊
文
化
遺
産
の
保
存
・

り
高
い
市
民
文
化
を
創
る
自
主
的
解
決
し
て
い
く
能
力
の
育
成
を
童
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
心
生
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
活
用
・
公
開
へ
の
種
極
的
な
取
り

活
動
の
充
実
を
教
育
行
政
の
重
視
す
る
学
習
指
導
の
創
造
＊
自
ら
を
満
た
す
生
涯
学
習
の
充
実
Ｉ
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
＊
ス
ポ
ー
組
み

占
葹
策
と
し
て
推
進
し
ま
す
。
を
律
し
つ
つ
、
他
人
を
思
い
や
る
国
際
化
、
情
報
化
が
進
む
中
で
、
ヅ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
活
ま
た
、
社
会
教
育
基
本
計
画
を

生
涯
学
習
の
基
礎
。
基
本
を
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
、
豊
か
な
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
意
志
動
の
推
進
及
び
指
導
者
育
成
＊
市
よ
り
実
現
性
の
高
い
も
の
と
す
る

培
う
学
校
教
育
活
動
の
充
実
人
間
性
の
育
成
を
重
視
し
た
生
徒
に
よ
り
、
充
実
し
た
生
活
を
営
む
民
一
人
ひ
と
り
の
体
力
に
応
じ
た
た
め
、
中
長
期
的
な
視
占
だ
立
つ

学
校
教
育
は
、
個
性
を
尊
重
し
、
指
導
の
充
実
＊
心
身
の
健
全
な
発
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
生
健
康
づ
く
り
事
業
の
充
実
て
見
直
し
ま
す
。

Ｉ
前
頁
か
ら
Ｉ

〈
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
〉

在
宅
の
寝
た
き
り
や
身
体
虚
弱

な
独
居
高
齢
者
を
対
象
に
、
寝
具

乾
燥
消
謬
サ
ー
ビ
ス
を
日
常
生
活

支
援
率
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
痴
呆
性
高
齢
者
対
策
と

し
て
、
平
成
８
年
度
か
ら
実
施
し

た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
、

痴
呆
に
対
す
る
理
解
と
啓
発
の
促

進
、
症
状
の
早
期
発
見
・
早
期
対

応
体
制
の
確
立
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
整
術
等
を
総
合
的
に
実
施

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
団
体
が
痴
呆
性

高
齢
者
の
た
め
に
独
自
に
行
う
デ

イ
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

〈
敬
老
祝
金
。
敬
老
祝
品
の
見
直

し
〉
限
ら
れ
た
財
源
で
よ
り
効

／

青
委
員
会
施
政
方

P

〈
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
〉

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

に
向
け
、
市
民
か
ら
４
３
３
通
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、
交
通
対
策
や
文
化
施
設
、

市
街
地
整
備
な
ど
で
す
。
今
後
も

「
都
市
計
画
通
信
」
を
発
行
し
、

意
見
交
換
会
等
を
開
催
し
て
、
市

民
参
加
に
よ
る
計
画
策
定
を
進
め

ま
す
。

〈
街
区
公
園
の
市
民
管
理
モ
デ
ル

事
業
〉
街
区
公
園
の
う
ち
”
か

所
で
、
草
取
り
及
び
ゴ
ミ
清
掃
業

務
を
自
治
会
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
委
託
業
務
を
拡
大
し
、

新
し
い
自
主
的
な
市
民
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
め
ざ
し
、
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〈
下
水
道
事
業
〉
平
成
９
年
度

采
的
な
福
祉
政
策
の
充
実
を
進
め

る
た
め
、
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
、

喜
寿
、
米
寿
、
白
寿
及
び
百
歳
以

上
の
節
目
の
方
へ
の
支
給
と
し
、

敬
老
祝
品
は
廃
止
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
た
財
源
で
、
痴
呆

性
高
齢
者
デ
イ
ホ
ー
ム
及
び
老
人

つ
ど
い
の
家
の
助
成
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
整
備
等
の
新
規
率

住
環
境
の
整
備

は
、
我
孫
子
駅
北
口
、
並
木
、
天

王
台
及
び
柴
崎
台
の
各
地
区
で
整

備
を
行
い
ま
す
。

〈
治
水
対
策
事
業
〉
北
部
地
区

に
お
い
て
、
５
年
に
一
度
の
確
率

で
降
る
１
時
間
娼
皇
リ
程
度
の
雨
や
、

特
に
短
期
の
集
中
的
な
降
雨
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
天
王
台
上
流

調
整
池
の
整
備
が
有
効
で
す
。

近
隣
住
民
と
の
話
し
合
い
を
さ

ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
事

業
の
重
要
性
か
ら
、
準
備
エ
事
で

あ
る
１
期
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
本
格
的
な
工
事
と
な
る

２
期
か
ら
４
期
エ
事
で
の
近
隣
住

民
へ
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
緑
地

を
保
全
し
土
砂
の
搬
出
を
最
小
限

に
し
た
方
法
で
エ
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
事
業
費
節
減
の

業
の
拡
充
を
行
い
ま
す
。

〈
あ
ら
き
園
の
増
改
築
エ
事
〉

入
園
希
望
者
が
定
数
を
大
き
く

上
回
る
状
況
の
た
め
、
食
堂
棟
の

増
築
と
既
存
施
設
の
一
部
の
改
修

を
行
い
、
定
員
布
名
の
施
設
と
し

ま
す
。
平
成
９
年
度
に
、
国
・
県

の
補
助
を
受
け
、
平
成
、
年
３
月

の
竣
工
を
め
ざ
し
ま
す
。

’

0

た
め
、
平
成
９
年
度
よ
り
継
続
斑

の
設
定
を
行
い
、
計
画
的
に
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

４
号
排
水
路
は
排
水
量
の
増
大

に
対
応
す
る
た
め
、
謹
岸
工
事
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。
後
田
地
区

の
水
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
手
法
を
含
め
整
備
計
画
を
調
査
．

検
討
し
ま
す
。

布
佐
地
区
治
水
対
策
事
業
は
、

成
田
線
南
側
の
手
賀
川
へ
流
入
す

る
地
区
で
調
整
池
及
び
排
水
機
場

を
築
造
す
る
こ
と
を
優
先
事
業
と

し
、
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

〈
土
地
区
画
整
理
事
業
〉
天
王

台
土
地
区
画
整
理
は
、
事
業
の
早

期
完
了
に
向
け
竜
出
来
形
確
認
測

量
、
換
地
計
画
、
換
地
処
分
、
登

記
事
務
及
び
清
算
金
処
理
を
進
め

ま
す
。
そ
の
準
備
と
し
て
平
成
９

年
度
に
、
地
区
界
・
街
区
・
画
地

に
埋
設
さ
れ
て
い
る
杭
の
確
認
業

務
を
行
い
ま
す
。

柴
崎
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

下
水
道
整
備
が
平
成
、
年
度
ま
で

計
画
さ
れ
て
お
り
、
平
成
ｎ
年
度

に
出
来
形
確
認
測
量
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
杭
の
確
認
と
復
元
及
び

調
査
を
進
め
ま
す
。

新
木
駅
南
側
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
放
置
残
士
の
処
理
を
含
め
、

ざ

ジ

〈
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
〉
平

成
９
年
度
は
国
庫
補
助
を
受
け
、

「
我
孫
子
市
商
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。
現
在
の
研

究
会
を
作
業
部
会
に
改
組
し
、
消

費
者
や
学
識
経
験
者
も
参
加
す
る

「
市
商
エ
観
光
事
業
振
興
審
議
会
」

に
諮
問
し
、
商
業
者
・
商
工
会
と

一
体
と
な
っ
て
、
市
商
業
の
基
本

方
針
を
策
定
し
ま
す
。

〈
地
域
農
業
振
興
〉
地
域
農
業

西
側
地
区
を
集
中
的
に
造
成
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

区
域
内
の
都
市
計
画
道
路
用
地
に

対
し
て
、
県
が
平
成
９
年
度
か
ら
、

公
共
施
設
管
理
者
負
担
金
と
し
て

総
額
約
７
億
円
を
負
担
す
る
覚
書

が
締
結
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

布
佐
駅
東
側
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
駅
前
広
場
及
び
駅
前
線
の

基
本
設
計
に
基
づ
き
、
平
成
９
年

度
は
土
地
利
用
基
本
計
画
書
を
作

成
す
る
と
と
も
に
、
同
意
率
の
向

上
を
図
る
た
め
戸
別
訪
問
等
を
械

極
的
に
進
め
ま
す
。

〈
我
孫
子
駅
南
北
都
市
改
造
事
業
〉

駅
南
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

引
き
続
き
駅
前
広
場
の
整
備
を
最

産
業
の
振
興

振
興
の
基
本
織
想
に
基
づ
き
、
認

定
農
業
者
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の

集
祇
化
を
支
援
し
ま
す
。

米
の
新
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、

減
反
対
象
面
識
が
前
年
度
比
０
．

８
％
増
と
厳
し
い
目
標
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
生
産
団
体
、

生
産
者
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を

要
請
し
、
行
政
も
一
体
と
な
っ
て

推
進
し
ま
す
。1

重
点
に
事
業
を
進
め
、
平
成
９
年

度
中
に
は
広
場
予
定
地
の
全
て
の

移
転
を
完
了
さ
せ
、
整
術
に
蒲
手

で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、

２
戸
の
店
舗
を
除
き
平
成
９
年
度

中
に
は
住
宅
の
移
転
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。
今
後
は
、
駅
東
側
の

整
備
を
始
め
駅
階
段
の
改
修
工
事

等
、
事
業
全
体
の
早
期
完
成
に
向

け
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

〈
違
反
宅
地
開
発
事
業
監
視
員
制

度
〉
違
反
宅
地
開
発
は
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
、
違
反
是
正
指
導

を
初
期
の
段
階
で
行
う
た
め
、
市

職
員
で
織
成
し
た
監
視
員
制
度
を

設
け
、
市
内
に
配
踵
し
ま
し
た
。

〕

〈
中
心
拠
点
整
備
構
想
〉
平
成

９
年
度
健
我
孫
子
駅
前
拠
点
と

手
壷
沼
拠
点
の
２
つ
の
地
区
の
具

体
的
な
施
設
配
置
の
検
討
を
行
い
、

事
業
年
度
も
明
ら
か
に
し
た
計
画

〈
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
建
設
率

業
〉
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
身

体
の
不
自
由
な
方
ま
で
幅
広
い
人

た
ち
が
活
動
の
場
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
「
〈
Ｉ
ト
ビ
ル
法
」
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
７
月

に
着
工
し
、
平
成
加
年
３
月
の
竣

工
を
め
ざ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
に
反
対
さ
れ

市
の
骨
格
づ
く
り

身
近
な
施
設
の
整
備

を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

意
見
を
反
映
す
る
た
め
の
手
法
を

工
夫
し
ま
す
。

〈
成
田
線
部
分
複
線
化
事
業
〉

て
い
る
住
民
の
方
と
は
、
さ
ら
に

話
し
合
い
を
行
い
、
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

〈
市
営
住
宅
北
原
団
地
の
建
替
事

業
〉
平
成
８
．
９
年
度
の
２
か

年
継
続
事
業
と
し
て
エ
事
を
進
め

て
お
り
、
平
成
９
年
度
は
、
地
区

の
特
性
と
景
観
に
配
慮
し
た
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
や
、
遊
歩
道
等
の
環

境
整
伽
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
幼
児
、
障
害

者
に
配
慮
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住

宅
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

〈
温
水
プ
ー
ル
〉
東
急
不
動
産

か
ら
寄
贈
き
れ
た
つ
く
し
野
地
区

の
用
地
を
活
用
し
、
西
地
域
の
温

水
プ
ー
ル
を
整
備
す
る
た
垣
今

後
の
維
持
管
理
コ
ス
ト
等
を
考
慮

し
、
民
間
と
の
提
携
の
あ
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
事
業
内
容
及

び
事
業
饗
の
再
提
示
が
遅
れ
て
お

り
、
千
葉
県
を
通
じ
て
祇
極
的
に

要
識
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月
沁
日
に
は
私
と
議

長
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
に
、

事
業
饗
の
減
額
や
負
担
フ
レ
ー
ム

の
見
直
し
と
早
急
な
再
提
示
を
要

請
し
て
き
ま
し
た
。

再
提
示
が
遅
れ
て
い
る
要
因
と

し
て
成
田
線
の
利
用
者
が
平
成

５
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
沿

線
の
開
発
も
遅
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
で
は
将
来
の
需
要
予

測
の
再
整
理
を
行
い
、
事
業
実
施

の
根
拠
づ
く
り
を
再
度
行
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
９
年
度
に
予

定
し
て
い
た
部
分
複
線
化
の
事
業

着
手
は
、
平
成
、
年
度
以
降
に
ず

れ
こ
む
見
通
し
で
す
。

今
後
、
千
葉
県
及
び
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
十
分
に
協
議
し
て
、
事
業
着

手
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
で
す
。

〈
新
木
駅
橋
上
駅
舎
整
備
事
業
〉

橋
上
駅
舎
建
設
の
基
礎
調
査
が

平
成
９
年
度
に
ず
れ
こ
み
、
平
成

、
年
度
詳
細
設
計
、
平
成
ｎ
年
度

着
工
平
成
⑫
年
度
完
成
を
め
ざ

し
ま
す
。

｡

’

に
陥
っ
て
い
る
水
資
源
の
厳
し
い
水
を
汚
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

状
況
を
考
Ｚ
、
節
水
や
有
効
利
用
ま
す
。
対
策
と
し
て
平
成
９

に
対
す
る
認
識
を
広
め
る
た
め
、
年
度
も
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ

い
つ
で
も
安
全
で
お
い
し
い
基
本
的
な
枠
組
み
や
実
施
基
準
を
啓
発
活
動
を
種
極
的
に
行
い
ま
す
。
ム
に
係
る
水
痩
検
査
を
、
２
回

水
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
策
定
し
ま
す
。
婁
全
な
水
〉
＊
水
質
検
査
は
、
実
施
し
浄
水
施
設
に
お
け
る
水

た
め
、
平
成
９
年
度
も
、
こ
の
〈
安
定
供
給
〉
平
成
９
年
度
は
、
水
道
法
等
が
定
め
る
基
準
項
目
や
質
管
理
を
強
化
し
ま
す
。

基
本
的
考
え
方
に
基
づ
い
て
妻
子
原
浄
水
場
の
中
央
監
視
制
御
監
視
項
目
の
他
に
、
任
意
検
査
で
〈
事
務
の
効
宰
化
〉
＊
導
水

水
道
事
業
を
運
営
し
て
ま
い
り
設
備
を
更
新
し
、
安
定
供
給
に
努
あ
る
快
適
水
質
項
目
を
市
の
定
期
管
や
送
水
管
等
の
管
路
デ
ー
タ

ま
す
。

め
ま
す
。
検
査
項
目
と
位
置
付
け
、
万
全
を
べ
ｌ
ス
と
排
水
弁
や
仕
切
弁
等

命
世
紀
に
向
け
た
取
り
組
み
〉
〈
水
の
有
効
利
用
〉
＊
配
水
管
期
し
て
い
ま
す
。
＊
「
○
１
１
５
の
管
路
の
付
属
設
備
デ
ー
タ
ベ

既
存
施
設
の
質
の
向
上
と
地
等
の
維
持
の
た
ぬ
漏
水
調
壷
を
７
」
対
策
に
つ
い
て
住
塩
素
に
ｌ
ス
を
鱗
築
し
、
平
成
９
年
、

震
等
の
災
害
時
に
即
応
で
き
る
、
行
い
、
漏
水
を
未
然
に
防
ぎ
有
効
よ
り
滅
菌
で
き
る
こ
と
か
ら
、
末
月
か
ら
管
路
情
報
シ
ス
テ
ム
を

ゆ
と
り
あ
る
水
道
施
設
づ
く
り
率
や
有
収
率
を
高
め
ま
す
。
＊
老
端
給
水
栓
の
残
留
塩
素
濃
度
の
確
運
用
し
ま
す
。
＊
給
水
装
鐘
図

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
朽
化
し
た
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
を
、
保
に
努
め
ま
す
。
＊
病
原
性
原
虫
面
等
の
管
理
は
、
パ
ソ
コ
ン
を

の
た
め
《
長
期
的
水
需
要
予
測
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
に
布
設
替
え
ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
は
、
塩
利
用
し
た
電
子
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

調
査
を
行
い
瓢
世
紀
に
向
け
た
し
ま
す
。
＊
断
続
し
て
異
常
渇
水
素
に
対
す
る
耐
性
が
あ
り
、
水
道
方
式
に
変
更
し
ま
す
。
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今
日
か
ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

査
源
回
収
が
始
ま
り
ま
す
。

査
源
回
収
の
日
に
は
、
最
寄
り

の
査
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
指
定
回
収
袋
と

し
て
新
た
に
〃
黄
色
の
ネ
ッ
ト
袋
″

（
写
真
・
上
）
が
霞
か
れ
ま
す
。

「
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
、
分
け
れ
ば

査
源
」
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
資
源
に
な
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

色
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ

今
日
か
ら
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
回
収
を
開
始

″
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
。
分
け
れ
ば
資
源
″
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

瀞1 申

母
子
保
健
事
業
が

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ
荘

す

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

経
由
）
＊
湖
北
駅
北
口
発
…

垂
守
の

午
前
８
時
“
分
、
◎
、
時
“
分
、
平
成
９
年
度
か
ら
、
柏
保
健
所
い
ま
す
。
転
入
者
は
、
転
入
者
用

働
伽
噌
午
後
０
時
訓
分
２
時
訓
公
が
実
施
し
て
い
た
３
歳
児
健
康
診
無
料
券
（
市
役
所
市
民
課
保
健

澄
祁
ｗ
↓
３
時
、
４
時
鋤
分
＊
市
民
体
査
な
ど
の
「
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
」
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
を
一
一
利
用
く

嘩
綱
壱
需
蓉
嶬
峰
や
》
認
知
》
峠
癖
崇
、
鍛
卜
崎
睦
率
希
や
事
業
と
し
て
ス
だ
さ
い
。

達

◎
３
時
巧
分
、
４
時
琿
分
◎
３
歳
児
健
康
診
査
妊
娠
、
出
産
、
産
後
の
相
談
が

論
”
八
※
市
民
体
育
館
午
前
、
時
弱
分
３
歳
６
か
月
の
お
子
さ
ん
を
対
必
要
な
方
を
対
象
に
、
助
産
婦
・

；
↓

発
車
の
バ
ス
は
湖
北
駅
南
口
象
に
８
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
保
健
婦
が
訪
問
し
ま
す
。
申
し
込

ノ
Ⅷ
郷
桧
行
き
に
な
り
ま
す
。

（
８
月
の
実
施
対
象
は
、
平
成
６
み
は
、
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

▼
利
用
料
無
料
年
１
月
生
ま
れ
の
方
）

嘩
法
蔭
◎
新
生
児
訪
問

▼
利
用
上
の
一
逵
意
１
、
大
会
。
日
程
・
内
容
に
つ
い
て
は
、
８
生
後
１
か
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん

（
火
）
か
ら
、
市
民
等
に
お
け
る
団
体
の
利
用
は
ご
・
月
以
降
、
毎
月
１
日
に
発
行
す
る
に
つ
い
て
相
談
が
必
要
な
方
を

9

ペツ トボトル用の黄色いネット袋
＆

ベ
ル
や
容
器
自
体
に
〃
リ
サ
イ
ク

ル
マ
ー
ク
″
（
写
真
・
下
）
が
表

示
さ
れ
、
マ
ー
ク
の
中
の
数
字
が

「
１
」
の
も
の
が
、
対
象
に
な
り

ま
す
。
確
認
の
上
で
、
査
源
と
し

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
〃
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
″

の
無
い
も
の
は
、
従
来
通
り
家
庭

ゴ
ミ
と
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

▼
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

出
す
前
の
準
備
は
、
空
き
ピ
ン

と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
当
番
の
方
や

近
所
の
方
へ
の
、
思
い
や
り
の
あ

る
出
し
方
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
②
中
を
洗リサイクル・マーク

「
広
報
あ
び
こ
」
健
康
ガ
イ
ド
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
妊
婦
一
般
健
康
診
査
。
乳
児
一

般
健
康
診
査

県
内
の
指
定
医
療
機
関
で
受
診

で
き
ま
す
。
受
診
票
は
、
母
子
健

康
手
帳
の
別
冊
に
折
り
込
ま
れ
て

う
③
指
定
袋
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

回
収
袋
」
に
い
れ
る

※
容
器
は
、
つ
ぶ
し
た
形
で
お
出

し
い
た
だ
い
て
も
結
椛
で
す
。

▼
お
願
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
容

器
に
は
、
ペ
ッ
ト
樹
脂
以
外
の
材

質
が
一
部
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
も
そ
う
で
す
が
、
ラ

ベ
ル
も
異
な
っ
た
材
質
で
す
。

ラ
ベ
ル
が
巻
き
付
け
ら
れ
て
い

る
も
の
は
、
カ
ッ
タ
ー
で
切
り
込

み
を
入
れ
る
か
、
容
器
を
つ
ぶ
し

た
時
に
で
き
る
透
き
間
を
利
用
す

る
と
、
外
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
障
害
と
な
る
異

な
っ
た
材
質
で
す
の
で
、
外
せ
る

範
囲
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
外
し
た
ラ
ベ
ル
は
、
家

庭
ゴ
ミ
と
し
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
壷
（
師
）
０
０
１
５

対
象
に
訪
問
し
ま
す
。

相
談
が
必
要
な
方
は
《
母
子
健

康
手
帳
別
冊
の
出
生
通
知
書
で
保

健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

園
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

金
（
訂
）
１
１
３
１

■

凸

我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
（
Ａ

Ｉ
Ｒ
Ａ
）
で
住
下
表
の
通
り
語

学
講
座
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
注
意
・
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
と
し
ま
す
・
会
場
お

よ
び
時
間
に
つ
い
て
は
、
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
住

我孫子市国際交流協会

(AIRA)語学講座生を募集

▼我孫子市国際交流協会語学講座復
ハ
ガ
キ
に
希
望
識
座
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
４

月
、
日
（
木
・
消
印
有
効
）
ま
で

に
我
孫
子
１
４
２
の
１
市
民
プ
ラ

’

C

’1

ザ
内
我
孫
子
市
国
際
交
流
協
会
事

務
局
壷
（
理
１
２
３
１
へ
（
外
国

人
の
た
め
の
日
本
語
誰
座
に
限
り
、

電
話
で
受
け
付
け
ま
す
）

国
立
婦
人
教
育
会
館
で
は
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向
け
、

女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
推

進
、
女
性
の
人
権
の
確
立
を
図
る

た
垣
女
性
学
・
ジ
エ
ン
ダ
ー
研

究
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜

に
関
わ
る
多
様
な
研
究
、
実
践
活

動
の
成
果
を
出
し
合
い
、
情
報
交

換
を
行
う
「
女
性
学
・
ジ
エ
ン
ダ

ー
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
す
。ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
も
募

集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
１
日
（
金
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
８
月
３
日
（
日
）
午
後

０
時
釦
分

▼
場
所
国
立
婦
人
教
育
会
館

ひ
き
ぐ
ん
ら
ん
ざ
ん
窪
ち

（
埼
玉
県
比
企
郡
嵐
山
町
）

▼
参
加
費
無
料
（
宿
泊
費
、
食

事
代
、
懇
親
会
費
等
は
実
識
）

一
参
鴬
掌
翰
重
凌
グ
靭
聯
弱
謝
謝
ｉ
易
風

参
加
者
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
を
募
集

◎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画
募
集
パ
ネ
ル
展
示
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等

▼
実
施
日
時
①
８
月
２
日
（
主
▼
テ
ー
マ
例
女
性
問
題
学
習
、

午
前
９
時
訓
分
か
ら
午
後
０
時
鋤
男
女
平
等
教
育
、
女
性
と
メ
デ
ィ

分
②
同
日
午
後
２
時
釦
分
か
ら
５
ア
、
家
族
・
子
ど
も
な
ど

時
訓
分
③
８
月
３
日
（
且
午
前
９
▼
募
集
件
数
即
企
画
程
度

時
訓
分
か
ら
午
後
０
時
訓
分
の
い
※
参
加
方
法
等
、
詳
し
く
は
国
立

ず
れ
か
の
内
か
ら
蛾
長
３
時
間
婦
人
教
育
会
館
事
業
課
垂
０
４
９

▼
内
容
報
告
、
討
議
、
発
表
、
３
（
配
）
６
７
１
１
へ

平
輔
辨
度
危
険
物
取
扱
者
試
験

平
成
９
年
度
前
期
危
険
物
取
扱
日
（
金
）
、
船
橘
市
勤
労
市
民
セ
ン

者
試
験
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
タ
ー

ま
す
。
な
お
、
受
験
者
を
対
象
と
▼
受
講
料
３
５
０
０
円
（
テ
キ

し
た
識
習
会
も
事
前
に
行
い
ま
す
。
ス
ト
代
は
別
途
）

▼
試
験
日
６
月
８
日
（
且
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
願

▼
場
所
日
本
大
学
理
工
学
部
船
書
（
各
消
防
署
・
分
署
に
用
意
）

橘
校
舎
（
船
橘
市
習
志
野
台
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
「
４
月
皿

▼
受
験
料
甲
：
・
５
０
０
０
円
、
日
（
月
）
か
ら
醒
日
（
金
）
ま
で
に
、

乙
・
：
３
４
０
０
円
、
丙
：
．
２
７
０
本
人
が
直
接
、
消
防
本
部
予
防
課

０
円
窓
口
垂
（
理
０
１
１
９
へ
（
同
時

▼
識
習
会
日
程
。
場
所
５
月
９
に
識
習
会
も
申
し
込
め
ま
す
）

新
学
期
が
始
ま
る
季
節
、
あ
な

た
も
新
し
い
仲
間
と
、
英
会
話
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
程
。
内
容
下
表
参
照

▼
会
壷
各
識
座
と
も
月
額
２
５

０
０
円
（
会
場
賀
、
読
師
謝
礼
と

し
て
）

※
テ
キ
ス
ト
は
、
各
自
で
用
意

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
各
連
絡
先
へ

1
四
画募集《 ＊

英会話講座生 I

いっしょに英会話を学びませんか
、

▼英会話講座(いずれの講座も場所が確保された場合に限る）

薪

’’

1

雪ゴ薑廻圏寄鰯信

繍助金客室付し震ず

▼生ゴミ処理容器指定取扱店

市
で
は
、
ゴ
ミ
の
埋
め
立
て
が
負
担
す
る
も
の
で
、
市
内
在
住
や
数
遥
が
わ
か
る
領
収
書
等
を

処
分
場
を
他
県
に
頼
り
、
さ
ら
者
を
対
象
に
職
入
価
格
の
３
分
の
持
参
し
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ヘ

に
そ
の
処
分
場
も
年
々
ゴ
ミ
の
２
ま
で
（
１
容
器
３
０
０
０
円
を
申
請
す
る
、
の
い
ず
れ
か
で
す
。

増
加
で
受
け
入
れ
に
限
り
が
あ
限
度
）
１
世
帯
２
容
器
ま
で
助
成
皆
さ
ん
、
ゴ
ミ
処
理
容
器
を

る
こ
と
か
ら
、
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
し
ま
す
。
利
用
し
ゴ
ミ
の
減
量
に
ご
協
力

化
に
取
り
組
む
方
を
対
象
に
、
袖
助
を
受
け
る
方
法
は
、
印
鑑
を
お
願
い
し
ま
す
。

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
を
持
参
し
、
①
指
定
取
扱
店
（
右
※
申
請
の
方
法
等
、
詳
し
く
は

こ
の
制
度
は
、
生
ゴ
ミ
処
理
表
参
照
）
で
補
助
金
額
を
差
し
引
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
垂
（
理
０

容
器
の
職
入
代
金
の
一
部
を
市
い
た
金
額
で
購
入
す
る
、
②
品
名
０
１
５
へ

指 定 店 名

JA我孫子市

(市農業

協同組合）

㈲扇屋商店

自然食品の店よれかわ

小規模作業所おおばん

㈲染井金物店

侑協ぴこｲー ｪﾑショップ

アニュー東我孫子

ア ニ ュ ー 我 孫 子

エコートレイド㈲

本所

湖北

布 佐

住所

寿1-14-18

古戸171-2

布佐1132

緑1-4-2

湖北台8-10-8

新々 田77-5

本町3-8-12

青111台1-1-17

東我孫子2-33-22

我孫子370-14

若松147-3

電話

(82)3121

(88)2511

(89)3151

(82)0014

(88)8978

(89)5794

(82)2375

(83)7747

(82)7552

(83)3751

(85)8945

取扱品

コンポスト
●

EM容器

EM容器

バｲ減処理侭

購座名

英会話逃礎A

英会話基礎B

英会話(初級）

英会話(中級）

中国諾(初級）

中国瀞(中級）

フランス語

(初級）

フランス

外国人のための
日本語謙座

(対象…在住外
国人）

級）

日時

5月9日から毎週金曜日
午前10時から12時（全36回）

5月6日から毎週火MMH午後
1時40分から3時40分（全36回）

5月11日から毎週日曜日
午後2時から4時（全36回）

5月11日から毎週日曜日午後

1時40分から3時40分（全36回）

5月4日から毎週日曜日午前
10時30分から12時30分（全36回）

5月‘佃から毎週日曜日
午後2時から4時（全36回）

5月10日から毎月第2･4土曜日
午後2時から4時（全18回）

5月10日から毎月第2．4土曜日
午前10時20分から12噸0分(全18回）

5月6日から毎週火曜日午前
10時30分から12時（全35回）

5月10日から毎週土曜日

午後2時から4時（全35回）

場所

中央公民館

市民プラザ

中央公民館

市民プラザ

市民プラザ

市民プラザ

市民プラザ

市民プラザ

市民プラザ

中央公民館

諺師

ジョセフ・

クライッアー

ダニエル．

ゴメズ

ウマ・ヒグチ

ダニエル・イ

ヤッタ

ワーえいら⑲う

李 栄 中

4淋エイラ

日本膳諦師

ボランティア
協会会同）

定員

18名

18名

18名

18名

20名

20名

15名

15名

なし

識(全日齢）
ﾃｷｽﾄ代識

24.000円

24.000円

24,000円

30,000円

22,500円

14,000円

無料

溝座名

基礎英会話

英会話入門(A）

水附英会話

コスモス英会話

日 時

蝿月曜日午俊1時30”､ら3噸0分

毎週火曜日午後2時から4時

毎週水暇日午後2時から4時

毎週金曜日午後1時から3時

場所

市民会館

民プラザ

｢民会館

｢民会館

内容

基礎

初級

初級

初級

テキスト

ENGLISH900

英会話入門

英会話入門

進礎英語3

連絡先

川原念(83)3125

福ImB(88)4555

茂木公(85)3520

高簡置(84)3670
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手
蛍
沼
の
ほ
と
り
わ
が
ま
ち
、

「
我
孫
子
」
の
歴
史
・
文
化
、
日

常
の
暮
ら
し
に
密
蒲
す
る
課
題
や

地
域
の
こ
と
な
ど
、
同
じ
思
い
を

抱
く
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
学
び

ま
せ
ん
か
。

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

ふ
叩
が
巷

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

コ
ー
ス
名
を
明
記
し
、
４
月
７
日

（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

子
新
田
謎
中
央
公
民
館
市
民
学
級

係
へ 価

値
あ
る
人
生
を
こ
れ
か
ら
も

楽
し
く
、
新
し
い
友
だ
ち
と
学
び

あ
い
、
心
豊
か
に
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

▼
学
習
内
容
＊
現
代
社
会
を
理

解
す
る
＊
心
と
体
の
健
康
を
守

る
＊
社
会
見
学
や
研
修
旅
行

＊
人
間
関
係
に
つ
い
て
＊
郷
土

の
歴
史
文
学
な
ど

▼
学
習
年
限
４
年
間

▼
日
時
主
に
火
・
木
・
金
峨
日

の
午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
（
月

に
２
か
ら
３
回
実
施
し
、
年
間
率

回
程
度
）

※
４
月
醒
日
（
金
）
に
、
入
学
式
を

行
い
ま
す
。

’溌
溌
繍
蕊
鴬
蕊
蕊
一
蕊
蕊

舂
の
訪
れ
と
と
も
に
、
公
民
館
で
は
４
月
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
や
学
級
を
開
設
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
人
と
人
と
の
出

会
い
を
通
じ
て
新
し
い
自
分
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
申

し
込
み
は
各
講
座
・
学
級
ご
と
に
お
願
い
し
ま
す
。

’
戸

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
砺
歳

以
上
の
方
（
昭
和
７
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
で
、
４
年
間
通
し

て
参
加
で
き
、
定
職
を
お
持
ち
で

な
い
方

▼
募
集
人
員
男
性
、
名
、
女
性

型
名
（
た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
蜜
年
間
５
０
０
０
円

（
研
修
旅
行
萱
な
ど
は
別
途
）

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

。
《
〃
が
を

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
４
月
４
日
（
金
．

消
印
有
効
）
ま
で
に
中
里
ａ
の
３

湖
北
地
区
公
民
館
長
寿
大
学
係
へ

▼市民学級一覧

鎌
織
撚
織
織

’’
’ ’

’ ’

’

素
晴
ら
し
い
可
能
性
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
同
じ
一
年

生
を
持
つ
親
同
志
で
一
緒
に
語
り

考
え
、
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
学
習
内
容
＊
親
と
子
の
か
か

わ
り
方
＊
子
ど
も
の
心
を
よ
む

舌
ｌ
ル
プ
レ
イ
ン
グ
）
＊
家

族
の
健
康
＊
親
子
で
遊
ぼ
う

＊
市
内
史
跡
め
ぐ
り
＊
郷
土
料

理
＊
手
蛍
沼
船
上
学
習
な
ど

▼
応
募
資
格
小
学
校
１
年
生
を

持
つ
親
ま
た
は
保
謹
者
（
１
年
間

を
通
し
て
参
加
で
き
る
方
）

▼
参
加
費
年
間
３
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

ふ
い
が
倉

氏
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
の

学
校
名
、
希
望
す
る
学
級
名
、
連

ふ
り
が
な

れ
て
く
る
幼
児
の
氏
名
、
年
齢
を

明
記
し
、
４
月
過
日
（
火
・
消
印

有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
新
田
弘
中

央
公
民
館
家
庭
教
育
学
級
係
へ

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
き
い
・

▼のびのび親子学級日程

ダ

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
、
我
孫

子
市
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
の
現

状
を
知
り
、
住
み
慨
れ
た
地
域
で

高
齢
者
が
自
立
で
き
、
安
心
し
て

孫
ら
せ
る
よ
う
な
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
参
加
し
、
学
習
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
学
習
日
時
・
場
所
４
月
か
ら

平
成
９
年
度
の
識
座
を
開
講
し

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
対
象
市
内
在
住
の
方
（
お
子

様
連
れ
は
ご
連
職
く
だ
き
い
）

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

ふ
り
が
唇

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

講
座
名
を
明
記
し
《
４
月
７
日

（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

子
新
田
弘
中
央
公
民
館
へ

▼
注
意
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
し
、
結
果
は
４
月
末
日
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

平
成
加
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
１
．

３
水
雌
日
午
前
、
時
か
ら
正
午
、

中
央
公
民
館

▼
対
象
市
内
在
住
の
方

※
な
お
、
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
そ

れ
ぞ
れ
各
班
別
に
募
集
し
ま
す

▼
参
加
費
年
間
１
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

ふ
り
が
な

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望

す
る
班
名
を
明
記
し
、
４
月
７
日

（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫

子
新
田
認
中
央
公
民
館
社
会
教
育

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
係
へ

ぐ
社
会
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
班

’

』

’
凸

自
我
が
芽
生
え
は
じ
め
、
子
育

て
が
雌
し
く
な
る
３
歳
…
。
大
切

な
こ
の
時
期
、
リ
ズ
ム
遊
び
を
通

一
覧▼公民館講座一覧

Ｊ
■
Ｉ
ｌ
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

’ Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｂ
Ｉ
Ｉ
ｉ
日
刊 ’

し
て
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
深

め
、
集
団
の
中
で
子
育
て
に
つ
い

て
一
締
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
場
所
・
募
集
人
員
＊
中
央
公

民
館
・
・
・
火
咄
コ
ー
ス
（
妬
組
）

＊
湖
北
地
区
公
民
館
・
・
・
木
峨
コ
ー

ス
（
妬
組
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
応
募
資
格
３
歳
児
（
平
成
５

年
４
月
２
日
か
ら
同
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
を
持
つ
親

▼
参
加
賀
年
間
４
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

ふ
り
が
含

参
加
す
る
親
子
の
氏
名
、
電
話
番

号
、
子
ど
も
の
生
年
月
日
、
性
別

希
望
コ
ー
ス
を
明
記
し
、
４
月
７

日
（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

我
孫
子
新
田
認
中
央
公
民
館
三
歳

児
親
子
学
級
係
へ

土
に
触
れ
、
焼
き
も
の
を
通
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
ふ
れ
あ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
４
月
丞
日
か
ら
８
月
霊

日
ま
で
の
毎
月
第
２
．
４
土
曜
日

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
釦
分

（
全
８
回
）

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
募
集
人
員
男
性
廻
名
、
女
性

８
名
（
た
だ
し
『
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

蕊
識
職
蕊
薬
燃
蕊
識
灘
縦

’１１

▼
参
加
愛
１
５
０
０
円
（
材
料

徴
等
は
別
途
、
全
８
回
分
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
く

ふ
叩
が
心

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
４
月
７
日

（
月
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
中
里

劃
の
３
湖
北
地
区
公
民
館
ふ
れ
あ

い
陶
芸
係
へ

※
障
害
者
の
方
で
陶
芸
に
応
錐
さ

れ
る
時
、
手
話
等
を
必
要
な
場
合

は
、
そ
の
旨
を
明
記
す
る
こ
と
。

シ
三
歳
児
親
子
学
級
日
程

』

’’
１
１

｜
I

I

舞瀧
静::謎ミ

、ヨ｜

魁

＝蕊溌四

コース

学習日時

学習内容

場所

対象

募集人伺

参加費

文学・歴史コース

4月から3月まで

の主に第1．3土

WH日午前10時から

正午まで

(全17回）

我孫子の文人たち、

利根川の歴史、市

内めぐり、手斑沼

船上見学

Ii’典公民館

市内在住で20歳以上の方

各コース‘10名

(ただし、応募者多数の場合は抽選）

年間2,000円

生活コース

4月から3月まで

の主に第1．3木

剛日午前10時から

｣E午まで

(全17回）

|身近な法律(相続．
遺言）、年金制度、
市内めぐり、手賀

沼船上見学
泊
卜
■

4：巳.、

：

鴫蕊
■■

■■■

＝r~

■ ■ l

■■P』1

曲&.．

：『，，

塚．.’
．、ヨl

L■F

￥

丘■

画■

篝
蕊

蕊

問い合わせ

中央公民館
竃(82）O515

湖北地区公民館
窓(88)4433

※申し込みについて

学級は1人1学級、
講座は1人2講座ま
でです。

ﾛ

刀'‘量，

回

I

2

3

4

5

6

7

8

9

10

学習内容

親
子
で
遊
諾
う

みんないっしょ

オリエンテーション

のびのび三歳

親fの健康

豊かな心を育てよう

お雌さん、兄て／

お父さんといっしょ

友だちできた／

●●■

見匝そう「おやつ」

お母さんといっしょ

学習日程

５
月
か
ら
ｎ
月
ま
で
の
主
に
火
曜
日
の

午
前
加
時
鋤
分
か
ら
、
時
妬
分
（
全
加
回
）

I

四
．
卸
挫
、
一
一
“
碑
釦
争
幸
口
亜
Ⅱ
．
』
》
■
、
ふ
い
“
一
四
叩
ｒ
Ｆ
ｑ
｝
》
畢
斗
一
》
》
討
一
翻
型
亜
畢
》
坐
り
Ｆ
里
一
や
》
■
唖

１
凸
■
■
■
■
ｒ
■
『
■
■
■
二
『
Ｐ
』
■
ｊ
『

粧
患
毒
慰

NC

1

2

3

※自分の都合に合わせて学習場所は自由に選べますが、応募状況によっては

場所の変更もあります。

主な学習場所

中央公民館

湖北地区公民館

布佐市民センター
ステーションホール

学 習 日

主に金蝿Ⅲ

主に火峨日

主に木lWi1日

学習時間･回数

午前中2時間

(年間10回以上）

期間

5月から平成

10年3月まで

定員

各地区

50名

■
Ｂ
ロ
現
弛
了
白
鳳
回
国
Ｊ
鈎
玲
●
■
、
典

驚溌裁蕊

6

ま
さ
か
の
時
の
体
験
と
実
践

5

福
祉
情
報
を

》
、
え
る

4

地
域
で
高
齢

】
と
の
交
わ
り
の
「
つ
ど
い
の
家
」

3

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
＆
民
間
食
事
サ
ー
ビ
ス

2

福
祉
機
器
（
車
い
す
・
電
動
ベ
ッ
ド
等
）

1

高
齢
者
福
祉
の
基
礎
コ
ー
ス

（
高
齢
者
福
祉
の
学
習
、
我
孫
子
市
の
福
祉
施
設
見

学
、
年
金
・
遺
言
等
講
師
を
招
い
て
の
お
話
な
ど
）

班

学
習
内
容

親
と
子
の
州
然

数
室

7J 1
～

j･I月

主
に
第
２
．
４

土
雌
日
の
午
前

（
全
６
回
）

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
囲
碁
を
親
子
共

に
学
び
、
遊
ぶ

畑
組

１
０
０
０
円

裏
打
入
門

５
月

土
暇
日
の
午
後

（
全
３
回
）

表
装
技
術
の
心
得
と
し

て

略
名

１
０
０
０
円

※
材
料
鷲
別
途

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

’

105
～

川月

主
に
第
２
．
４

水
峨
日
の
午
前

（
全
、
回
）

動 災編
に
つ
い
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

祉

・
国
際
交
流
・
防

鋤
名

１
５
０
０
円

男
性
科

115
～

月月

主
に
毎
月
２
回

土
雌
日
の
午
前

（
全
胞
回
）

時
節
の
素
材
を
い
か
し

た
惣
菜
づ
く
り

鋤
名

※
前
回
受
瀧
者

は
ご
遮
臘
く

だ
さ
い
。

２
５
０
０
円

※
材
料
鷲
別
途

講
座
名

期
間

学
習
日

内
容

定
員

参
加
費
（
年
額
）

瀞:鱈；

蕊

h里
蕊溌鍵線

瓢竺鶏

鷺
甥

死っ友

:5、罫]:卸

回

学
習
内
容
日時

前
半

後
半

1

リズムあそび

学
習
を
始
め
る
に

あ
た
っ
て

5月から平成10年3月までの午前10時から正午（全12m）

2

み
ん
な
仲
良
し

3 ‘I

丈
夫
な
か
ら
だ

5

み
ん
な
元
気

6

子
ど
も
の
心

7

絵
本
と
子
ど
も

8

み
ん
な
友
だ
ち

9

三
歳
児
バ
ン
ザ
イ

10 11

学
習
を
終
え
る
に

あ
た
っ
て

12

お
も
い
で
会
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こ
の
す
ば
ら
し
き
生
命
」
＊
産
時
晦
分
か
ら
９
時
妬
分
受
付

科
医
の
話
＊
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
▼
対
象
平
成
８
年
哩
月
生
ま
れ

▼
日
時
４
月
過
日
（
金
）
午
後
０

時
輻
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
鋤

方
、
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。
▼
申
し
込
み
遜
話
で
予
約

4月|の日曜，休日当番医籠
こ
れ
か
ら
父
親
・
母
親
に
な
る
帳
・
筆
記
用
具
は
毎
回

1健康ガイド保
健
セ
ン
タ
ー
で

朕診療時間午前9時から午後5時

’持参するもの健康保険証と診療費

＆

▼
持
参
４
日
．
：
バ
ス
タ
オ
ル
、

ｎ
日
…
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健
康
手

基
本
的
な
生
活
習
慨
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
、
父
親
・
母
親

の
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
４
月
３
日
（
木
）
・
加
日

（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か

ら
、
時
釦
分
受
付

▼
対
象
平
成
７
年
９
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

時
か
ら
２
時
受
付

▼
対
象
乳
幼
児
で
相
談
の
あ
る

方▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

ユ
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
お
よ
び
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
、
麻
し
ん
、
三
種
混
合

含
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破

傷
風
）
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎
の

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関
お

よ
び
予
防
接
種
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
ノ
ー
ト
（
出
生
お

よ
び
対
象
と
な
る
転
入
者
に
は
各

翌
月
に
郵
送
）
を
ご
随
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）
、

生
後
３
月
か
ら
卯
月
に
、
ポ
リ

オ
投
与
を
２
回
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
４
月
晦
日
（
火
）
午
後
１

時
巧
分
か
ら
２
時
巧
分
受
付

▼
対
象
＊
１
回
目
・
・
・
平
成
８
年

、
月
以
前
生
ま
れ
、
＊
２
回
目
．
、

９
年
２
月
４
日
以
前
に
１
回
目
投

与
の
方
（
１
回
目
と
２
回
目
の
間

隔
は
６
週
間
以
上
あ
け
る
こ
と
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
（
予
防
接
種
ノ
ー
ト
に
添
付
）

※
発
熱
な
ど
心
配
な
と
き
は
、
主

、

6

’

Q

－ ＝

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
お
よ
び
、

希
望
者
に
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
４
月
、
日
（
木
）
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
訓
分
受
付

▼
対
象
平
成
６
年
８
月
生
ま
れ

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

印
鑑

▼
壷
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

治
医
に
ご
相
識
く
だ
き
い
。

事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必

要
な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
４
月
８
日
・
鵡
日
・
翠
◎
子
宮
が
ん
検
診
・
・
和
歳
以
上
の
▼
日
時
４
月
詔
日
か
ら
７
月
”
◎
乳
が
ん
検
診
…
鋤
歳
以
上
の
方

Q

犬
の
登
録
と
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
右
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
費
用
新
た
に
犬
を
飼
っ
た
場

合
（
新
規
）
：
．
６
３
０
０
円
（
登

録
・
注
射
代
）
平
成
７
年
度
以

降
登
録
済
み
の
場
合
。
：
３
３
０
０

円
鑑
札
を
紛
失
し
た
場
合
（
鑑

札
再
交
付
）
．
：
１
６
０
０
円

▽
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
犬

く
、
聴
力
の
改
善
・
悪
化
の
繰
り
は
急
激
に
低
下
し
、
発
症
後
４
週
違
う
の
に
気
が
つ
い
た
場
合
に

返
し
は
無
く
、
ま
た
、
め
ま
い
発
問
を
過
ぎ
る
と
、
聴
力
障
害
が
残
は
、
早
め
に
耳
鼻
咽
喉
科
で
診

作
の
繰
り
返
し
も
無
い
の
が
特
徴
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
早
期
察
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し

で
す
。
治
療
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
す
。

原
因
は
不
明
で
す
が
、
①
ウ
イ
耳
が
ふ
さ
が
っ
た
、
ま
た
は
詰
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

ル
ス
説
、
②
内
耳
循
環
障
害
説
が
、
ま
っ
た
感
じ
、
耳
が
ぽ
お
っ
と
す
師
会
査
（
理
５
５
２
５

か
ら
“
％
に
め
ま
い
を
伴
い
ま
す
。
現
在
考
え
う
る
主
な
原
因
で
す
。
る
、
耳
が
ワ
ン
ワ
ン
す
る
、
あ
る

症
状
と
し
て
は
突
然
の
高
度
の
治
療
薬
と
し
て
は
循
環
改
善
剤
、
い
は
周
囲
の
音
が
響
い
て
聞
こ

難
聴
以
外
に
、
難
聴
と
前
後
し
て
代
謝
改
善
剤
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
等
え
る
、
子
ど
も
の
声
が
う
る
さ

耳
鳴
り
や
め
ま
い
、
吐
き
気
、
嘔
の
ほ
か
、
星
状
神
経
節
ブ
ロ
ッ
ク
く
感
じ
ら
れ
る
、
耳
の
中
で
キ

吐
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ｌ
ン
と
音
が
す
る
と
い
つ
た
こ

※
子
宮
ガ
ン
検
診
・
成
人
病
健
診

各
種
検
診
が
健
哩
月
譲
で
壽
罵
篭

片
側
の
耳
に
お
こ
る
場
合
が
多
発
症
後
２
週
間
以
後
の
治
癒
率
と
が
主
症
状
で
診
察
を
受
け
、

狸夫嗣尋陶趨射と

犬の営録壱畠掴
突
発
性
難
聴

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

１
１
１
１
１
１
４
く
頂
，
、
偶
崩
１
狽
胸
、
洞
拐
、
ｎ
両
、
Ｐ
一
間
、
Ｆ
、
、
佃
間
、
価
囿
肖
魚
油
咽

▼狂犬病予防注射日程

■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
８
８
０
■
１
６
８
Ⅱ
Ⅱ
１
０
８
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
０
■
■
■
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■

’
’
’
’
二
１
１
１
１
■
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｌ
Ｉ

＊
平
成
７
年
度
以
降
他
市
町
村
で

登
録
し
、
本
市
に
転
入
し
て
、
変

更
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
犬

＊
生
後
虹
日
未
満
の
犬

▼
注
意
１
、
犬
が
１
か
月
以
内

に
他
の
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
し
て
い

る
場
合
や
、
妊
娠
、
健
康
上
に
問

題
が
あ
る
場
合
、
飼
い
主
の
方
が

犬
を
押
さ
え
て
静
か
に
ざ
せ
ら
れ

､

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｊ

Ｉ
ｉ
Ｉ
４
１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｊ

検
査
に
よ
っ
て
突
発
性
難
聴
と

診
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

な
い
場
合
な
ど
に
は
、
注
射
が
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２
，

午
前
中
が
雨
天
等
で
延
期
の
場
合
、

午
後
も
延
期
し
ま
す
。

※
天
候
等
に
よ
る
実
施
、
延
期
の

日
に
お
け
る
実
施
の
確
認
な
ど
、

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
垂

（
師
）
１
１
３
１
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

い
つ
も
と
耳
の
聞
こ
え
方
が
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母
親
学
級

し
あ
わ
せ
学
級日

6日

13日

20日

日

29日

病｡医院名

平和台 病院

守尾医院

アビコ外科整形外科病院

竹田内科医院

我孫子東邦 病 院

岡野内科医院

我孫子つくし野病院

我孫子聖仁会病院

電話

89-1111

84-6813

84-7321

85-0225

82-8166

88-7770

84-2211

88-3111

育
児
相
談

３
か
月
児
相
談

４
月
か
ら
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
個
別
接
種
に

平
成
９
年
４
月
１
日
（
火
）
か

ら
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
お
よ

び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
は
、
個
別
接
種

（
医
療
機
関
で
接
種
）
に
よ
り

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
施
医
療
機
関
は
、
下
表
の

と
お
り
で
す
が
、
接
種
は
予
約

制
で
す
の
で
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
医
療
機
関
に
連
絡
の

う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
４
歳
未
満
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ

を
接
種
し
て
い
な
い
方

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ

ー
壷
（
師
）
１
１
３
１

▼ツベルクリン反応検査・BCG接種委託医療機関

医療 機関名

我孫子つくし野病院

竹田内科医院

守 尾医院

めかるこどもクリニック

枇田小児科医院

大串小児科医院

中川小児 科 医 院

我孫子聖仁会病院

星野医院

金 山医院

平 和 台病院

住所

つくし野131-1

つくし野6-5-1

白山1-18-5

我孫子539-41

天王台2-16-8

柴崎台2-11-23

湖北台4-2-8

湖北台4-6-1

湖北台1-5-7

布佐2118-2

布佐2195

電話

(84)2211

(85)0225

(84)6813

(85)5666

(84)4133

(85)1385

(88)1018

(88)3111

(88)2248

(89)4166

(89)1111

１
歳
６
か
肩
児
健
康
診
査

夜 間 の 急 病のときは

言上奮麦丑(8ｱ)1141

個別接種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
２
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん

生
後
蚫
月
か
ら
卯
月
未
満
・
麻
疹
接
種
後
に
１

回
接
種

三
種
混
合

｜
》
噸
崎
一

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
１
期
初
回
（
３
回
）

及
び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
穂

藻
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
極
混
合
を

接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
吃
月
か
ら
卯
月

掴
．
１
回
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
在
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

ム
シ
歯
予
防
教
室

栄
養
相

談

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

実施日 実施場所 実施時間

4月78（月）

延期の場合l4H

州8H（火）
延期の場合21日

4月9H（水）

延期の場剖68

4月lOH休）
延期の場合178

4月llH(鋤
延期の鰡合l8B

雛鰯盟 保健センター 9 10～！ :30
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一

弓

窃 瀕 ,（6）
一
》第946号 1997 4

絵
本
を
読
ん
だ
り
、
楽
し
い
お

話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

今
回
は
、
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
子
ど
も
と

あ
き
ひ
ろ

出
会
う
（
吉
田
章
宏
）
＊
子
ど

も
を
伸
ば
す
「
な
ぜ
」
の
聞
き
方
．

た
つ
や

答
え
方
（
松
原
達
哉
）
＊
子
ど

し
ょ
う
じ
た
け

も
の
集
中
力
を
育
て
る
（
昌
子
武

し司
）
＊
中
高
校
生
の
た
め
の
や

さ
し
い
デ
ィ
ベ
ー
ト
入
門
（
上
條

暗
夫
）
＊
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
／
，

の
ぶ
と

早
期
教
育
（
保
坂
展
人
）
＊
い

じ
め
を
考
え
る
（
な
だ
い
な
だ
）

＊
「
大
人
」
に
な
る
方
法
（
小
林

道
雄
）
＊
赤
ち
ゃ
ん
を
愛
せ
な

い
（
カ
レ
ン
．
Ｒ
・
ク
レ
イ
マ
ン

＆
ヴ
ア
レ
リ
ー
．
Ｄ
・
ラ
ス
キ
こ

＊
よ
み
が
え
る
親
と
子
（
村
瀬
勢

よ
こ

代
子
）
＊
親
の
目
子
の
目
世
間

の
目
も
ひ
と
つ
お
ま
け
に
教
師
の

は
る
お

目
蓮
藤
八
郎
）

態
市
民
図
書
館

態
湖
北
台
分
館

零
布
佐
分
館

態
移
動
図
書
館

図
書
案
内

『
子
ど
も
を
育
て
る
』

’は
図
書
館

だ
よ
り ’

壷
（
別
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
印
）
０
９
０
９

凶

◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
油
絵
Ｉ

▼
作
品
。
作
者
＊
ひ
る
が
ほ
の

中
の
娘
（
Ｆ
、
号
）
＊
ロ
シ
ヤ

の
お
人
形
（
Ｆ
、
号
）
：
．
い
ず
れ

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
集
ま
れ
。

▼
日
程
①
４
月
３
日
宋
）
・
画

日
（
木
）
：
・
市
民
会
館
第
４
会
議
室

②
４
月
、
日
（
木
）
・
泌
日
（
木
）
…

布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
③

４
月
ｎ
日
（
金
）
．
：
バ
ー
バ
タ
イ
ム

（
湖
北
台
分
館
・
児
童
書
プ
ロ
Ｚ

圏
時
間
い
ず
れ
も
午
後
４
時
か

ら
４
時
訓
分

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

そよかぜ号(:書館:)4月の日程(蕊）
|ｽ ﾃ ｰｼｮﾝ名場所時間（午後）

|湖北湖北地区公民館1:20～1:50

価ド峠中峠勉田谷公剛2:10～2:40

1青山台柴崎台4号公刷3:00~4:00
1平和台布佐南近隣センター2:00~2:40
新木野新木児童公側3:00～4:00

久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45

つくし野東急ショッピングセンター襲3:00～4:00

天王台東|天王台東児童公園2:00~2:50
1天王台西|浅野谷3号公園3:10~4:00
|白山|三洋電機社宅入口1:30~2:15
1並木|カクライ家具駐車場2:30~3:00
l台田|台田池尻公園3:20~4:00
根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
つくし野|東急ショッピングセンター裏|3:00~4:00

曜日｜日

|i水

’

I
本’

3
●

17

４
．
冊

金’ も
鈴
木
裕
子
（
布
佐
平
和
台
）

＊
屑
雲
峡
（
Ｐ
８
号
）
＊
月
下

美
人
（
Ｆ
６
号
）
＊
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
寺
院
（
Ｆ
６
号
）
。
：
い
ず
れ

と
う
じ

も
高
橘
東
二
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館

Ｉ
油
絵
Ⅱ

▼
作
品
・
作
者
＊
花
＊
校
舎

ま
＊
郊
外
＊
盆
地
：
・
い
ず
れ

も
中
川
邦
彦
（
湖
北
台
）

圏
展
示
期
間
４
月
９
日
（
水
）
か

ら
５
月
ｎ
日
（
日
）
ま
で

〃
い
っ
て
き
ま
す
時
間
と
心

に
ゆ
と
り
持
ち
″
を
標
語
に
、

Ｕ
Ａ
ｒ
八
》
《
ｒ
丸
》
（
ｒ
鶴
》
（
ｒ
丸
〉
《

つ‐缶 惹
砿

民図書館の整理日が変更I

’
９
．
羽

水

市民の皆さんにご利用いただいて

いる市民図書館の館内整理日は、4

月から従来行っていた毎月第1水11#

日から第2火曜日に変更になります。

し問い合わせ市民図書館

10
○

24
木

４
月
６
日
（
日
）
か
ら
栂
日
（
火
）
ま
で

溌
鬮
思
鋸

11
●

25
金

I 平成9年度公民館講座生募集I
今
年
も
４
月
６
日
（
且
か
ら
巧
日

（
火
）
ま
で
の
、
日
問
、
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

４
月
は
入
園
・
入
学
の
季
節
で
、

車
社
会
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も

た
ち
が
、
道
路
に
出
る
機
会
も
多

く
な
り
、
思
わ
ぬ
交
通
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま

す
。

一
瞬
の
う
ち
に
不
幸
に
お
い
や

る
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
を
守
る
た
め
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
方
は
模
範
と
な
る
よ
う
常
に

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
こ
の
機

会
に
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
に
つ

1
平成9年度「公民館講座」の受講生募集については、今号(4)面で掲

I
、

ていますが、今年から公民館では、3つの講座（下表参照）を加え、開

ることになりましたのでご紹介します。皆さん、ふるってご応募〈ださ↓

＝問い合わせ中央公民館壷(82)0515、湖北地区公民館公(88)4433＝ 〈 5
｜
’

学習 内容 募 集 要 項 申し込み・問い合わせ名称 学習日

＊対象満65歳以

上の方（ただし、

長寿大学生・卒業

生は除く）

＊定員男女各20

名（応募者多数の

場合は抽選）

＊参加費2000円

「
す
こ
や
か

筒
齢
者
学

ふりがな

ハガキに住所、氏名、

生年月日、電話番号を

明記し、4月30日（水・

消印有効）までに我孫

子新田34中央公民館

「高齢者すこやか」係

云(82)0515へ

心豊かな生活を続ける

ために地域の人々と楽

しく学びあう。

＊心身の健康．くらし

の法律

＊常識・これからの福

祉

＞
い
て
、
良
く
話
し
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
術
課

-〈 4つの重点目標中
央
公
民
館

〃、、，

5月から平成10

年3月までの主

に第1金曜日、

午前10時から正

午（全10回）

高齢者と子どもの交通事故防止

シートベルト着用の徹底

スピードの出し過ぎによる交通事故防止

自転車の通行マナーの向上 謡
１
２
３
４

肇
裏

〆玩

級L

ふりがな

ハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号を明記

し、4月10日（木・消

印有効）までに中里81

の3湖北地区公民館

「カウンセリング．マ

インド講座」係云(88）

4433へ

現代の子どもたちをお

そうさまざまな症状・

問題点をカウンセリン

グの視点からとらえ、

カウンセリング・マイ

ンドとは何かを学び、

親子のコミュニケーシ

ョンを深める

現代の子どもたちをお

そうさまざまな症状・

問題点をカウンセリン

グの視点からとらえ、

カウンセリング・マイ

ンドとは何かを学び、

親子のコミュニケーシ

ョンを深める

「
親
と
子
の
心
の
か
け
橋
」

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
マ
イ
ン
ド

園
対
象
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
生
ま
で
（
た
だ
し
壼
１
年
間
継

続
し
て
参
加
で
き
る
方
）

※
水
辺
探
険
隊
・
自
然
探
偵
団
の

同
時
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

國
定
員
各
知
名
（
先
蒲
順
）

囮
参
加
費
無
料’

〈〉手賀沼親水広場＊定員20名（た

だし、応募者多数

の場合は抽選）

＊参加費1000円

（資料代含む）

5月14日から9

月17日までの主

に第1．3水雌

日午前10時から

正午（全8回）

湖

手賀沼水辺探険隊｡|ヨ

然探偵団参加者募集
北
地
区
公
民
館

’初心
者
の
た
め
の

ふりがな

ハガキに住所、氏名、

年齢、電話番号を明記

し、4月10日（木・消

印有効）までに中里81

の3湖北地区公民館

「バードカービング講

座」係容(88)4433へ

夕

ハ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ

囹
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
今

日
か
ら
睡
話
ま
た
は
直
接
、
手
斑

沼
親
水
広
場
垂
（
理
０
５
５
５
へ

※
受
付
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
釦
分
（
月
咄
日
は
休
館
）

し
学
習
内
容

内容学習名 学習日 場所
5月25日、6月

1日・15日・29

日のいずれも日

ll'聡日午後1時30

分から3時30分

（全4回）

＊定員20名（た

だし、応募者多数

の場合は抽選）

＊参加費2000円

（材料費含む）

楽しいバードカービン

グを通して鳥に親しみ

ましょう。

（初心者の方歓迎しま

す）

手賀沼周辺の水辺で

魚介類・水生植物・

ブランクl､ン等の採
取･観察、水質の調査

4月から平成10年3

月までの偶数月弗3

土暇日午後2時から

4時

手
慨
沼
親
水
広
場
及
び
手

賀
沼
周
辺
の
水
辺
等

手賀沼水

辺探険隊

5月から平成10年3

月までの奇数月箙3

土lli!日午後2時から

4時

手賀沼周辺の昆虫・

水草・魚・野鳥・地

街の採取及び観察

手闘沼自

然探偵団

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。

応募先我孫子1858市役所広報広聴課

一
⑦
⑤
③
③
③
③
①
⑦
①

Ｉ
譲
り
ま
す
Ｉ

▼
無
料
で
＊
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

（
２
台
）
〈
海
老
原
壷
（
理
）
５
６

７
０
〉

申
し
込
み
は
各
連
絡
先
へ
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
掲
誠
は
、
商

工
観
光
課
消
費
指
導
係
で
《
電
話

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

俳句短歌
染谷杲径選山本寛太選

た
が
や耕

し
や
晩
年
と
い
う
静
か
な
日
海
老
原
千
代
子

ふ
り
向
け
ば
椿
落
ち
た
る
音
な
り
し
架
橋
紀
代

春
一
番
月
ま
る
き
夜
に
お
さ
ま
り
ぬ
山
口
魁

郎
掘
の
織
癖
に
あ
り
し
仁
王
か
な
須
田
利
夫

ほ
す
す
ぎ

下
萠
え
や
踏
む
ま
じ
く
干
す
濯
物
松
浦
白
梅

に
そ
う

春
の
雨
し
め
や
か
に
降
る
尼
僧
寺
高
沢
千
代
子

い

ぼ

風
邪
癒
え
て
あ
れ
こ
れ
と
干
す
日
和
か
な
田
口
一
子

弥
陀
照
ら
す
灯
や
立
春
の
南
祁
寺
公
手
孝
嗣

じ
よ
う鰯

搦
と
江
刺
追
分
春
し
ぐ
れ
壁
谷
千
鶴
子

ひ
い
な

初
孫
に
男
の
子
生
ま
れ
ぬ
雛
の
日
三
谷
和
夫

桑
摘
む
や
畑
に
広
さ
よ
み
が
え
り
池
田
み
ど
り

枯
野
来
て
く
ち
び
る
赤
き
道
祖
神
古
知
季
江

冬
の
空
冷
や
か
に
澄
み
沼
の
辺
に
風
に
さ
ら
ざ
れ
カ

メ
ラ
マ
ン
立
つ
中
野
五
郎

た

母
上
に
手
向
け
し
百
合
が
ほ
の
に
ほ
ふ
も
う
会
え
な

い
と
思
う
淋
し
さ
山
口
礼
子

春
色
の
ブ
ラ
ウ
ス
一
校
職
ぴ
ぬ
ひ
と
日
心
の
は
な
や

ぎ
て
ゐ
つ
新
藤
道
子

や
し
る

開
発
の
波
に
追
は
れ
し
鳥
達
の
小
さ
き
社
に
群
れ
る

が
悲
し
田
口
一
子

あ
し
た

海
近
く
育
て
る
吾
は
こ
の
朝
沼
一
面
の
波
立
つ
に
会

ふ
三
谷
和
夫

せ
が
れ

た
ま
ざ
か
の
伜
の
電
話
羽
田
よ
り
い
ま
ベ
ト
ナ
ム
へ

た

独
り
発
つ
と
ふ
村
上
弘

け
ふ
よ
り
は
再
び
の
逢
ひ
か
な
は
ざ
り
海
肇
蹄
ゆ
く

師
よ
安
ら
け
く
あ
れ
池
田
弓
子

い
つ
め
ぱ
あ
ら
く
苔
ま
土

庭
先
に
何
時
し
か
芽
生
え
し
雑
草
の
小
さ
き
僻
に
花

お

咲
か
せ
居
り

高
橋
つ
や
子

引
越
し
の
た
び
に
家
財
を
捨
て
去
り
て
残
り
し
歌
集

に
お
も
ひ
ふ
く
ら
む
公
手
孝
嗣

ば
ん
て
ん

父
逝
き
て
久
し
き
ま
ま
の
半
纏
を
日
に
あ
て
て
待
つ

帰
国
す
る
息
子
に
田
口
一
子

▼
コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意
取

り
扱
う
品
物
は
、
家
具
、
台
所
用

品
、
電
気
製
品
、
子
ど
も
用
品
、

学
習
用
品
、
自
転
車
原
動
機
付

き
自
転
車
含
む
）
な
ど
、
主
に
日

用
雑
貨
等
の
耐
久
消
蟹
財
と
し
ま

す
。
衣
類
、
自
動
車
、
生
き
物
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

』

L ‐

｜

｜

’

〃

昭

．、

ひ

ろ

ば

撫
例

蟻

』

市

民
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三一二詞
一

国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険

者
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を

図
る
た
め
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
あ

ん
ま
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
指
圧
の
施

設
を
利
用
す
る
場
合
、
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

利
用
券
の
交
付
申
講
は
、
市
内

各
支
所
（
つ
く
し
野
・
湖
北
・
湖

北
台
・
布
佐
）
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
行
政
連
絡
所
は
除
き
ま
す
。

▼
対
象
者
蛎
歳
以
上
の
国
民
健

康
保
険
の
被
保
険
者
で
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

に
属
し
て
い
る
方

▼
利
用
券
の
申
請
国
保
年
金
課

ま
た
は
各
支
所
に
被
保
険
者
証
と

印
鑑
を
持
参
し
、
施
設
利
用
券
交

付
申
講
密
を
提
出 ’

市
で
は
、
身
体
障
害
者
や
知

的
障
害
者
の
方
が
、
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
の
一

部
を
袖
助
す
る
た
め
に
福
祉
タ

ク
シ
ー
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
９
年
度
の
福
祉
タ
ク
シ

ー
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
利

用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
障
害

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
ま

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の

福祉タワシー券
の更新を 。

Q

福
祉
課
で
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い

内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
１
。

２
級
ま
た
は
療
育
手
帳
⑧
．
Ａ

を
所
持
し
て
い
る
方
（
児
）

▼
交
付
枚
数
１
か
月
４
枚

（
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

は
１
か
月
８
枚
）

▼
交
付
に
必
要
な
も
の
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
、

印
鑑身

体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
等
級
に

関
係
な
く
タ
ク
、
ン
Ｉ
料
金
が
１

割
引
き
に
な
り
ま
す
の
で
、
利

用
す
る
と
き
に
は
手
帳
を
忘
れ

ず
に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
前
年
度
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
券
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係
壷
（
鋸
）
１
１
１
１

内
線
３
５
０

▼
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方

▼
利
用
券
の
発
行
１
日
１
回

月
２
回
分
を
限
度
と
し
て
型
枚
を

発
行▼市指定の施術所

■

電話住所施 術所名

相野谷施術院 栄14-3 82－161．0

1 新木野1-1-37あ らき鍼灸治療院 87－0700

有賀鍼 灸治 療院 台田2-7-53 83－2240

覺
鬮
⑳
一
部
壱
勵
感

湖北台8-1-1治 療院いしじま 88－6318 市
I

布佐1212おざき接骨院 89－1898

川
に
入
り
、
そ
こ
に
す
む
生
き

物
を
捕
ま
え
、
そ
の
生
息
状
況
か

ら
水
の
き
れ
い
さ
を
調
べ
る
調
査

に
参
加
で
き
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集

し
ま
す
。

皆
ざ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。▼

参
加
資
格
最
低
３
人
の
グ
ル

ー
プ
で
、
そ
の
な
か
に
必
ず
１
人

は
大
人
の
方
を
含
む
（
昆
虫
な
ど

の
生
物
に
詳
し
い
方
、
参
加
し
て

く
だ
き
い
）

▼
調
査
方
法
グ
ル
ー
プ
で
県
内

の
身
近
な
川
か
ら
調
査
に
ふ
さ
わ

し
い
地
点
を
選
ん
で
実
施
。
調
査

結
果
は
記
録
し
た
用
紙
と
調
査
地

点
を
明
記
し
た
地
図
と
と
も
に
、

９
月
釦
日
（
火
）
ま
で
に
〒
２
６
０

の
虹
千
葉
中
央
郵
便
局
私
書
箱
“

号
県
庁
水
質
保
全
課
へ
郵
送
。

▼
利
用
方
法
施
設
利
用
券
と
被

保
険
者
証
を
持
参
し
て
、
市
指
定

の
施
術
所
（
左
表
参
照
）
で
施
術

かすみ鍼灸院 天王台1-1-30

灘 鎮
鍵鯵
鯵鯵
鯵鯵
鯵鏡

鯵識
鯵鯵

鍵鎮

84－9599
I

高野山547川田治療院 82－3318

東我孫子2-21-36観 風堂 82－8764

月辰会鍼灸院 柴崎台1-7-5 83－6459

清水鍼 灸治 療院 若松135-5 82－6202

松園鍼灸マッサージ治療院 我孫子60-17 83-0437
q

布佐2191 89－1341鍼灸敞玄堂

中峠2003-9須藤マッサージ院 88－1300 ▼
調
査
日
原
則
と
し
て
５
月
か

ら
９
月
ま
で
の
期
間
で
、
グ
ル
ー

プ
で
決
め
た
日
（
た
だ
し
、
天
候

に
は
十
分
注
意
し
、
雨
が
降
っ
た

あ
と
な
ど
、
川
の
水
が
増
水
し
て

い
る
日
は
避
け
て
く
だ
き
ど

▼
申
し
込
み
方
法
印
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
住
所
、
氏

名
、
郵
便
番
号
を
記
入
）
を
同
封

し
、
郵
便
で
黄
料
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

※
査
料
を
読
み
、
参
加
が
可
能
で

し
た
ら
同
封
の
申
し
込
み
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
ん
で
く

だ
き
い
。

▼
申
し
込
み
期
限
５
月
即
日

（
金
）
ま
で

※
詳
し
く
は
県
庁
水
質
保
全
課
垂

０
４
３
（
２
２
３
）
３
８
１
６
へ

を
受
け
て
く
だ
き
い
。

▼
助
成
額
１
回
８
０
０
円
（
施

術
所
に
は
８
０
０
円
を
差
し
引
い

我孫子170-2千代田鍼灸院 82－5560
1 －

天王台健康院 柴崎台2-7-5 82－8963

東洋鍼灸院 青山台4-21-22 84－8161
＆

長 井治療院 緑2-2-1 82－4583

鍼灸院ナルシマ 日秀254-19 88－0829

天王台3-13-1鳥鍼灸院 84－1989
寺

ｲヒ

堀越マッサージ 布佐2974 89－1394 ▼
日
時
５
月
ｎ
日
（
日
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時
（
た
だ
し
、
雨

天
の
場
合
は
娼
日
に
延
期
）

▼
場
所
我
孫
子
駅
南
口
駅
前
商

店
街
周
辺

▼
内
容
＊
フ
リ
ー
バ
ザ
ー
ル
：
、

ど
ん
な
掘
り
出
し
も
の
が
あ
る
か

た
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
容

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
２
５

我
孫
子
駅
南
口
商
店
街
五
月
祭
り

フ
リ
ー
バ
ザ
ー
ル
出
店
者
募
集

丸山治療院 布佐1-23-8 89－0362

（ ）ご利用ください本木治療院 白山1－3－13 82－3626

山口鍼灸院 若松134-8 85－2630

陽明堂鍼灸院 中峠台14-21 87－0219

吉田マッサージ・セラピー 布佐平和台2-11-3 89－3324

渡邊
ム
ロ

Ｑ
９
Ｊ
ｒ
Ｃ 湖北台1-18-2療 院 88－2105

力
Ｆ
と
う

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
葛
藤

な
し
で
育
っ
て
し
ま
い
、
と
き
に

は
親
の
言
葉
に
さ
え
耳
を
傾
け
ず

拒
否
し
続
け
る
こ
と
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
い
ち
ば
ん
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
〃
親
の
頑
固
さ
〃
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
子
育

て
の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
ご
両

親
の
納
得
の
い
く
ま
で
相
談
に
応

お
楽
し
み
に
＊
ビ
ン
ゴ
大
会
…

豪
華
景
品
が
当
た
る
よ

く
出
店
を
希
望
す
る
方
へ
〉

▼
区
画
・
・
先
着
１
０
０
区
画
（
１

区
画
の
間
口
は
３
メ
ー
ト
ル
）

※
一
般
の
方
の
飲
食
品
の
取
り
扱

い
は
で
き
ま
せ
ん
。

I 八

力『唾

名
豹､叩が底

腰対象市内在住で継続して受講できるし申し込み往復ハガキに住所、氏名、

方（ただし、お子様連れの受講はご遠慮年齢、電話番号、講座名、受講場所、受

〈.ださい。、講日、講師名を明記し、4月11日（金・

陰募集人数各講座若干名（応募者多数必着）までに我孫子1684教育委員会社会

の場合は抽選、また一定数に満たない場教育課壷(85)1151へ

合は開講できないことがあります）シ問い合わせ電話で各講師へ

▽市民文化講座(午前の部:午前,0時から正午､午後の部:午後,時から3時)、

受

(金・

営祇会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
遜

話
で
４
月
遁
日
（
火
）
ま
で
に
我
孫

子
駅
南
口
商
店
街
五
月
祭
り
実
行

委
員
会
（
市
商
工
会
内
）
壷
（
錘
）

３
１
３
１
へ

※
当
日
は
、
一
部
交
通
規
制
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

じ
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
経
に
ご

相
談
く
だ
き
い
・
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
日
時
祝
日
を
除
く
毎

週
月
峨
か
ら
金
蝿
日
午
前
、
時

か
ら
午
後
４
時
（
た
だ
し
、
昼

休
み
を
除
く
）

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
児
童

保
育
課
内
家
庭
児
童
相
談
室

壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
５
２

･

受講料
(月額）

講師名
(電話）

講座名 連盟 期間 受講日 内 容 場所
I

湖北茶道

（表）

毎月第1．3

木畷日の午前

茶道の初歩から

（表千家）

横山信子

窓(85)1553
我孫子市
茶遣連鰕

湖北茶道

（裏）

毎月第2．4

木曜日の午前

茶道の初歩から

（裏千家）

中根節子

冠(89)2465

湖北地区

公民館
2,500円

４
月
か
ら
平
成
加
年
の
３
月
ま
で

我孫子市

美術調協会

毎月第1．3

火曜日の午前

鉛筆デッサン、
油絵の初歩から

毛利弘子

a(88)0548
湖北油絵 ▼

日
時
毎
月
第
１
火
雌
・
第
４

月
曜
日
午
後
２
時
か
ら
４
時
（
た

だ
し
、
祝
日
を
除
く
）

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

▼
日
時
４
月
か
ら
平
成
加
年
３

月
ま
で
の
毎
月
第
１
か
ら
第
４
金

咄
日
受
付
は
午
後
２
時
か
ら
４
時

（
た
だ
し
、
祝
日
を
除
く
）

▼
場
所
柏
保
健
所

▼
対
象
糖
神
病
、
精
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
た
だ
し
、
堀
託

医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要
で

す
） 一

柏
保
健
所
か
ら
辮
踊
諦
聞

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
醸

心
の
健
康
相
談

毎月第1．3
火曜日の午後
6時から9時

華道の初歩から

（小原流）

斉藤てる子

冠(83)1645
2,000円

(花代別）

布佐ステー

ションホール
布佐生花

我孫子

華道連照
毎月第1．3

木曜日の午後

華道の初歩から

（池坊）

i暁原千枝子

窓(84)3767
2,000円

(花代別）
湖北生花

湖北地区

公民館
あgら

市川暉
竃(82)4336

毎月第2．4

日曜日の午前

謡の初歩から

（観世流）
謡（観）

我孫子市
謡曲連合会

2,000円
柏
保
健
所
で
行
っ
て
い
る
健
康

相
談
業
務
で
、
一
般
健
康
相
談
と

集
団
検
診
に
つ
い
て
は
、
４
月
９

日
（
水
）
か
ら
次
の
と
お
り
相
談
日

等
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

◎
一
般
健
康
相
談
．
：
毎
月
第
１
．

３
水
曜
日
（
受
付
は
午
前
９
時
か

ら
、
時
）

◎
集
団
検
診
…
毎
月
第
２
．
４
水

畷
日

※
集
団
検
診
は
、
あ
ら
か
じ
め
予

約
が
必
要
で
す
。

園
問
い
合
わ
せ
柏
保
健
所
壷

（
師
）
１
２
５
５

⑮
⑳
⑤
⑥

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
内
容
精
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
（
た
だ
し
、
専
門

医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要
）

Sよぞう

早崎距造

窓(84)4187

中
公

毎月第2．4

日曜日の午前

謡の初歩から

（宝生流）

央

民館
謡（索）

0

湖北フラン

ス刺しゅう

毎月第2．4

木曜日の午前

井上雪子

竃(83)0409

フランス刺しゅ

うの初歩から
2,000円
(材料iWI)

湖北地区

公民館
我孫子市

手T芸遮照 けい

宮崎畦子

窓(84)5446

毎月第1．3

火曜日の午後

フランス

刺しゅう

フランス刺しゅ

うの初歩から

中央

公民館

2,000円

(材紺捌）
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なかむらみ さ え

中村美紗瑛ちゃん
（新木野･1歳2か月） シ内容①特別養護老人ホームで◎柴崎柔道クラブ

高齢者の生活介勧、買い物、外出伝練習日時・対象＊毎週火・木

などの手伝い②デイ・サービス・土曜日（小学生）･･･午後6時30 平成7年11月から新しく業務を

センターで高齢者の介助、リハビ分から8時＊毎週火．土曜日開始した『ウイングホール柏斎場」

U、趣味、講座などの手伝い（中学生以上)…午後8時から9時では、小式場のみ祭壇を設置して

（①、②とも事前に講習を受けて◎柴崎少年剣友会いましたが、大式場にも祭壇を設

いだだきます）シ練習日時＊毎週水曜日…午後置し、4月1日より利用できるよ

し説明会日時・場所4月10日6時から8時＊毎週土曜日･･午うになりましだ。なお、式場使用

(木)午前10時から正午、特別養護後3時30分から4時30分料金は変更ありません。

老人ホームr和楽園」 し対象小学2 年 生 以 上 ＞ 利 用 定 員 大 式 場 … 1 2 0 名 、 小

※当日は、湖北駅北口より午前9圏練習場所我孫子警察署道場式場…70名

時45分発の無料送迎バスを運行圏申し込み・問い合わせ電話で似問い合わせウイングホール柏

〆

国国國回’ し申し込み．問い合わせ電話で我孫子警察署生活安全課査(82)01斎場公(31)6649

惨日時4月27日(日)受付…午前ボランティアセンター盃(85)523310内線261へ

8時30分、開会･･･9時へ

大規模小売店舗出店計画|こ'半う園中央公民館戸場所市民体育館

惨対象＊隊員…小学校1年生か説明会を次のとおり行います。伝曰時4月12日(土)午前9時30レ種目男女ダブルス1．2．3

|謡二州薑睾分(参加費編料）郡(↑2部はｵープﾝ》′日時4月9日から毎月第2水ら20繍議での万*繕響員…指導’日鯖‘月'0日(木)午後7晴し参加費1組2400円、中学・高曜日＊午前の部…午前10時から正者として、ボランティアして頂けし場所市商工会小研修室

し持物ラケット(持っている方)、校生1200円午＊午後の部…午後1時から3る野外活動の好きな大人の方陰小売店舗名紳士服のコナカ我

タオル、上ばき少申し込み・問い合わせハガキ時（参加費無綱）シ申し込み・問い合 わせハガキ孫子店

し問い合わせ中央公民館壷(82）に種目、ランク、住所、氏名、年し場所寿市民センターほかに住所、子供の氏名、年齢、学校※詳しくは、市商工会公(82)3131

0 5 15齢、電話番号、クラブ名を明記し、惨対象65歳以上の方、障害をお名、保護者名、電話番号（指導員へ

⑬⑤⑨圃團
園湖北地区公民館4 月18日（金・必着）までにつく持ちの方、リハビリ中の方など‘希望の場合は、住所、氏名、年齢、

のnFF

陰日時4月12日(土)午前9時30し野3の7の309乗口憲二壷(84）し定員午前・午後とも各先着10電話番号、自己紹介）を明記し、
ヒデア好

分から11時30分（参加費無料）6048へ名（大正琴は用意します）泉33の11谷英毅公(82)9016へ ●社会福祉協議会へ福祉のだめに

昼申し込み・問い合わせ電話で※後日、説明会の日程をお知らせと湖北台セブンイレブン様、幸田

ボランティアセンター壷(85)5233します。智恵子様(つくし野)、山本すゑ様

傍内容①折り紙（折り紙、ハサ

ミ、のり持参）②おはなし会、語

り⑧ベーゴマ④将棋、オセロ注日時・場所4月13日(日)午前へ (天王台）、伊勢角湖北店様、我
P

孫子聖仁会病院様、湖北台教会婦腰問い合わせ湖北地区公民館盃10時から午後3時、布佐平成通り

伝活動円時毎週木曜日午前10時人会様、湖北台教会教会学校様、(88 ) 4 4 3 3（雨天の場合は、20日に順延）

し問い合わせ長谷I||壷(89)1715伝曰時4月25日から毎月第4金から11時30分中央学院高校進学コース3学年様、
曜日午前10時から11時30分傷場所市民会館（ただし、場所中央学院高校3年8組様、中央学

修曰時4月20日(日)午後6時か 惨場所並木小学校教室が確保された場合に限る）院高校3学年様、五十鈴艶歌様、

ら7時15分シ曰時4月20日(日)午後2時かし内容お年寄りの話し相手､お少内容自強脈貢尚藍、顔こす小野友之助様(つくし野)から寄
陰場所マツクスイミングクラブら4時30分 茶の用意等の手伝いほかり、手もみ、足もみ、十字路もみ付がありました。

腰対象．定員医師から水泳を許修場所湖北地区公民館惨協力会員年会費1200円し会費月額2000円（年会費3000

可されている方（児童の場合は付伝持参植え替えでお困りの鉢少申し込み・問い合わせ電話で円）

き添いが可能な方）、10名し参加費500円(材網代を含む）福田盃(82)2772へし申し込み．問い合わせ電話で
菊川公(82)3698へ伝参加費1人300円（保険料を※当日参加もできます。

含む）伝申し込み・問い合わせ電話で

火
水
木
金
土

１
Ｌ
○
二
今
⑪
４
守
岸
⑪

伝持参水着、水泳帽子、パスタ小倉壷(82)0702へ し日時4月12日から毎月第2．

4土曜日午後1時30分から4時30オル

蕊分陵申し 込 み ・ 問 い 合 わせ電話で

林壷(87)0093へシ曰時4月13日(日)午前10時か抄場所市民会館（だだし、場所

鍵

塵
縄
謄
鼠
涛
曹
撫
蕊

４
月
翻
翻

ら午後3時が確保されだ場合に限る）

少場所湖北地区公民館惨内容シルクロートミに関する東
ふくにしそうり

屡日時・場所＊5月8日(木)3・し席主表千家…福西宗里、大日西文化交流史を学習
つ的かわせんL

4部＊5月13巳（火）1．2部本茶道学会…角lll仙枝し問い合わせ寺島壷(82)1200

開会…･午前g時、市民体育館惨席料2席で1000円

伝種目ランク別ダブルスシ問い合わせ小野a(82)6161

腰参加費1人1000円 伝曰時毎月第1日曜日午前10時

’ I6シ申し込み・問い合わせハガキ から午後0時30分 ⑧
に住所、氏名、電話番号、ランク伝曰時4月12日から毎月第2土惨場所市民プラザ（だだし、 場

を明記し、4月8日（火・必着）曜日午前9時から9時45分所が確保された場合に限る）

までにつくし野5の7の5山口和＞場所マツクスイミングクラブし対象市内在住の方

子云(85)2962へシ内容プールの中で音楽|こ合わし会費月額500円
せて、歩く・走る・体操等を行う。シ問い合わせ玉造壷(84)2847

陰対象医師からプー ルに入るこ

惨日時4月12日(土)から16日とを禁止されていない方、中．高

(水)午前10時から午後5時年の方（男・女）シ開講講座経済、法律、教育の

伝場所市民プラザ･(入場無料）少参加費500円(保険料を含む）分野を中心に｢ボランティア講座」

陰問い合わせ鈴木盆(82)0900懐申し込み・問い合わせ電話でや手話講座など全18講座
うかわ

宇川壷(84)3014へ似注意開講期間、受講料、定員

画u○回
が講座により異なりますので、必

ず資料を請求してください。

少申し込み・問い合わせ資料添

付の専用ハガキで、4月7日(月）

陽曰時4月10日(木)から21日

(月)午前10時から午後6時（ただ

し、16日を除く、入場は午後5時

30分まで）シ練習日毎週火曜日午後1時30までに久寺家451中央学院大学ア

※21日は、午後5時（入場は午後分から3時クティブセンター窓(83)6529へ
■
ぴ

4時30分）までし場所湖北地区公民館(だだし、 Ｍ
｜
胴
一
Ｍ

月
巳場所柏高島屋B2イベントホ場所が確保された場合に限る）

一ルシ内容初心者向けヨガ戸練習日原則として土・日曜日、
火
一
水

し入場料当日一般300円、前売朕会費月額2500円（入会金2000祝日 名
乃
乃
労
恥
。
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Ｇり一般100円、中学生以下無料円）惨場所沼南町我孫子リーグ球場

シ問い合わせ柏高島屋営業統括＞申し込み・問い合わせ電話で伝対象中学1年生から3年生
グループ登(47)6330渡辺壷(82)8404へし問い合わせ中村壷(88)8521

少年タッチﾔﾝグ会員和楽園ボランティア

す
ー

』
や
か
ち
や
ん

ウイングホール柏斎場大式場
に祭壇を設置

第17回我孫子市
バドミントン連盟春季大会

大規模小売店舗出店
計画に係る説明会楽しく遊ぼう（

学瀧5日制
関連行事） ボーイスカウト隊員

ボランティア指導員
大正琴講習生

布佐新緑まつ り

健康体操の会会員
並木小学校地区『いこいの家」
協力会員

障害者対象プール開放
｢おたまじゃくしの会」

我孫子洋ラン会
r洋ラン植え替え栽培講習会」

日曜当番医｡1週間の行事

ﾃ肺ﾝ能ビｽ囲侶5)131（
ｼﾙｸﾛー ドｻー ｸﾉ瞼員

7月

8火

9水

10木

11金

12土

1ろ⑧

〃心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

〃市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館

豆つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画市民図塞館休館

”不動産相談＝市民相談室10:00～15:00

画.アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00
”健康相談＝西部福祉センター10:00～11:30

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）

章日曜当番医＝テレホンサービス

”休日敷急歯科診溌日=休日淑急歯科診鼠所(市民会館内)9:00~11:帥

画つつじ荘休館

．西部福祉センター休館

[室法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

”酒害相談＝保健センター13:30～15?00

〃健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

画市役所閉庁(一部の施設は除く）

‘壷日曜当番医＝テレホンサービス

画休日救急歯科診療日=休日救急歯科識新(市民会館内)9:00~11：
壷結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

30

g夢.心配ごと相談＝保健センター9，00～15:00
”市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

－法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃つつじ荘休館
”西部福祉センター休館

茶道連盟月釜 、｡
｡I

家 庭婦
10周

人バドミントン
年記念大会

｢獅子ビデｵｸﾗﾌ｣会員

岬ｳｫー ｷﾝグ礫し齢

第8回繍子市美術累舩展
譽評警窪耆駕割

画業20周年記念
花と風と妖精たち永田萠展

湖北ヨガ会員

我孫子リトルシニアチーム
( 硬 式 野 球 ） 部 員


